
主な内容

Public Relations of Takahama city

かはまかはまかはまたたた
広報

表紙

●市民と行政のまちづくり懇談会
　結果を報告します
●市民体育大会熱戦の記録
●一般不妊治療費助成申請
●レジ袋無料配布中止の参加店舗

消防車のパレード
　　　　　消防出初式

February・No.1116

2 / 12010

消防団員募集中！
問合せ先　市役所危機管理グループ
☎52－1111（内線332）



各 種 相 談

●人口と世帯数（H22.1.1現在）
　人　口　44,987人	 （＋21）	 男　23,317人	（＋12）
　世帯数　17,105世帯	（＋　1）	 女　21,670人	（＋　9）（　）前月比

市長との対話日
　2月5日㈮、3月5日㈮　午前9時〜正午　市長応接室
※	3月5日㈮の対話日は2月26日㈮までに、人事グループ
（☎52ー1111内線309）へ申し込んでください。

税務相談（税理士）
　2月9日㈫　午後1時〜3時　市役所市民相談室
※	相続・贈与・不動産取得などに関する税一般。予約優先（☎
52ー1111内線269）です。

労働相談（西三河事務所職員）
　2月10日㈬　午後1時〜4時　市役所市民相談室
※職場での悩みごと・困りごとなど（解雇・賃金･労働時間など）
市民相談（市民生活グループ職員）
　平日　午前8時30分〜午後5時15分　市役所市民相談室
※市役所へのご意見・ご要望など。
日系人相談（ポルトガル語の分かる相談員）
※庁舎内の案内、通訳など。
　午前8時30分〜午後5時15分　市役所市民生活グループ
人権相談（人権擁護委員）
　2月4日㈭、3月4日㈭　午後1時〜3時　市役所市民相談室
※いじめ、虐待、差別などの人権問題。
行政相談(行政相談委員)
　2月4日㈭、3月4日㈭　午後1時〜3時　市役所市民相談室
※国、県、市などに対する苦情・要望など。
消費生活相談(消費生活相談員)　
　2月12日㈮　午後1時〜4時　市役所市民相談室
※消費者トラブルの相談など。
教育相談　
　平日　午前8時30分〜午後5時15分　子ども権利支援セ
ンター（全世代楽習館内）
※	事前に子ども権利支援センター（☎54ー4686）または学
校経営グループ（☎52ー1111内線345）へ申し込んで
ください。

心配ごと相談（弁護士）
　2月3日㈬・17日㈬、3月3日㈬
午後1時〜3時45分　いきいき広場
※	予約制。事前に、社会福祉協議会（☎52
ー2002）へ申し込んでください。

女性悩みごと相談（県女性相談員）
　2月8日㈪　午前10時〜午後4時　いきいき広場　（☎
52ー9871）
※家庭のいざこざなど、人に言えない悩みについて。
介護保険相談（介護保険グループ職員）
　平日　午前8時30分〜午後5時15分　いきいき広場（☎
52ー9871）
こども相談（刈谷児童相談センター心理判定員）
　2月10日㈬　午前9時45分〜午後4時　いきいき広場
※	予約制。事前に地域福祉グループ（☎52ー9871）へ申し
込んでください。

家庭児童相談（家庭児童相談員）
　平日　午前9時〜午後3時45分　いきいき広場（☎52ー
9871）
※子どもと家庭の悩み事相談など。
母子自立支援相談（母子自立支援員）
　平日　午前9時〜午後3時45分　いきいき広場（☎52ー
9871）
※自立に必要な情報提供・指導・相談など。
母子家庭就業相談（県就業相談）
　2月16日㈫　午後2時〜4時　いきいき広場（☎52ー
9871）
心理相談（臨床心理士）
　毎週水曜日　午後1時〜5時
※	予約制。事前にいきいき広場（☎52ー9871）へ申し込ん
でください。

障がい相談（相談支援専門員）
　平日　午前8時30分〜午後5時15分　いきいき広場（☎
52ー9610）
※障がい者の生活全般に関する相談など。

1 月
2 火
3 水
4 木 ベビーブックのひととき（吉浜公民館）
5 金

6 土 経済講演会（市民センター）
図書館紙芝居の日

7 日 「魯山人の宇宙」展　最終日（かわら美術館）
8 月
9 火
10 水
11 木 建国記念の日
12 金

13 土 かわら美術館企画展「写真家の視線」〜3月28日まで	
図書館おはなし会

14 日
15 月
16 火 飾り瓦コンクール作品展（かわら美術館）〜21日まで
17 水
18 木
19 金
20 土 図書館紙芝居の日
21 日
22 月
23 火
24 水
25 木
26 金
27 土
28 日

2 Calenda r
行事カレンダー

呉竹町七丁目
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の
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の

花
か

ちゃん

広報たかはま　H22.2.1 2



　かわら美術館では開館当初から、瓦
屋根のある風景をとらえた作品を中心
に写真作品の収集を進めてきました。
現在では、写真の黎

れい

明
めい

期
き

から現代まで、
内外の写真家による約200点を収蔵
しています。
　今回の展覧会では、冬から春へとう
つりゆく奈良の風景を色鮮やかに切り
取った井上博道、異国の風物を題材に
カメラによる表現の多様性を示した奈
良原一高ら４人の写真家の作品を取り
上げます。
　あわせて、平成20年度に収蔵した、
地元ゆかりの画家・大澤鉦一郎らの絵
画も初公開します。

高浜市やきものの里かわら美術館　企画展

井上博道・朱明徳・名取久作・奈良原一高

奈良原一高「スペイン北部の街並」1964年

朱明徳「韓国各地の仏教寺院の扉意匠」
1981年頃

▲第４回飾り瓦コンクールの様子

写真家の視線
開催期間　2月13日㈯〜3月28日㈰
観覧時間　午前９時から午後５時まで
　　　　　（観覧券の販売は午後4時30分まで）
観 覧 料　高校生以上200円（160円）、中学生以下無料
　※（　）内は高浜市内在住者および20人以上の団体料金
休 館 日　月曜日（ただし3月22日㈪は開館）、3月23日㈫
関連行事　◆学芸員によるギャラリートーク（要当日観覧券）
　　　　　　　とき　2月28日㈰　午後２時〜

高浜の誇る伝統文化「瓦」を素材とした作品を競う「飾り瓦コンクール」。
かわら美術館では、その作品展を開催します。
ベテラン鬼師から美術学生まで、その個性的な芸術の競演をお楽しみください。

と　き
　・作品展　2月16日㈫〜21日㈰　午前９時〜午後５時
　・オークション　21日㈰（最終日）　午後３時〜
ところ　かわら美術館ホール
入場料　無料
主　催　「飾り瓦コンクール」実行委員会
問合せ先
　・飾り瓦コンクール事務局（愛知県陶器瓦工業組合内）
　　　　　　　　　　　　　　　☎52−1200
　・かわら美術館　　　　　　　☎52−3366

第５回 作品展開催飾り瓦コンクール
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町
内
会
主
導
の
も
と
、
行
政
が
地

域
へ
出
向
い
て
市
民
の
皆
さ
ん
の
意

見
を
お
聴
き
す
る
「
平
成
21
年
度
市

民
と
行
政
の
ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
」

が
市
内
５
地
区
（
小
学
校
区
）
で
昨

年
10
月
か
ら
11
月
に
か
け
て
行
わ
れ

活
発
な
議
論
が
さ
れ
ま
し
た
。

全
地
区
共
通
テ
ー
マ

高
浜
市
み
ん
な
で
ま
ち
を

き
れ
い
に
し
よ
う
条
例
の

取
り
組
み
状
況
に
つ
い
て

　
市
民
生
活
グ
ル
ー
プ
か
ら
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。

高
浜
市
み
ん
な
で
ま
ち
を
き
れ
い
に

し
よ
う
条
例
の
概
要
に
つ
い
て

・	

議
員
提
案
で
の
条
例
。
平
成
21
年

４
月
１
日
施
行
。

・	

市
民
、
事
業
者
、
市
の
役
割
を
定

め
る
。
禁
止
行
為
と
罰
則
、
地
域

の
自
主
的
な
美
化
活
動
を
支
援
す

る
。

環
境
美
化
推
進
員
・
環
境
美
化
指
導

員
と
は

・	

推
進
員
：
市
民
、
事
業
者
か
ら
市

長
が
委
嘱
。
普
及
、
啓
発
活
動
等

を
行
う
。

・	

指
導
員
：
市
職
員
か
ら
任
命
。
指

導
、
勧
告
、
命
令
や
環
境
美
化
の

普
及
啓
発
等
を
行
う
。

遵
守
事
項
・
禁
止
事
項
に
つ
い
て

・	
①
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
等
の
利
用

上
の
ル
ー
ル
を
規
定　
②
分
別
収

集
拠
点
か
ら
の
資
源
再
生
物
の
持

ち
去
り
禁
止　
③
空
き
缶
等
、
吸

い
殻
等
の
放
置
、
投
棄
を
禁
止　

④
回
収
容
器
の
設
置
及
び
管
理
に

つ
い
て
規
定　
⑤
犬
、
猫
の
管
理

に
つ
い
て
規
定　
⑥
犬
猫
等
の
ふ

ん
の
放
置
、
投
棄
を
禁
止　
⑦
土

地
の
管
理
に
つ
い
て
規
定　
⑧
落

書
き
を
禁
止　
②
③
⑥
⑧
つ
い
て

は
罰
則
が
あ
る
が
、
手
続
き
を
通

じ
モ
ラ
ル
の
向
上
を
求
め
て
い
く

も
の
。

現
在
の
啓
発
状
況
、
活
動
状
況
、
今

後
の
活
動
に
つ
い
て
報
告

・	

犬
猫
を
飼
う
方
へ
の
啓
発
ポ
ス
タ

ー
作
成
。
不
法
投
棄
ご
み
の
対
応
。

自
動
販
売
機
等
の
設
置
状
況
調
査
。

推
進
員
の
申
込
件
数
・
活
動
状
況

な
ど
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

朝
に
市
の
職
員
の
方
が
清
掃

活
動
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
を

見
か
け
ま
し
た
。
日
に
ち
と
時
間
を

公
表
す
れ
ば
、
も
っ
と
人
が
集
ま
り
、

良
い
活
動
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
私

も
参
加
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

市
役
所
も
１
団
体
と
し
て
環

境
美
化
推
進
員
に
登
録
し
て

活
動
し
て
い
ま
す
。
基
本
は
毎
月
15

日
。
土
曜
日
の
場
合
は
14
日
。
日
曜

の
場
合
は
16
日
に
７
時
45
分
か
ら
約

30
分
間
、
市
役
所
か
ら
三
河
高
浜
駅

周
辺
の
ご
み
拾
い
を
し
て
い
ま
す
。

市
の
職
員
だ
け
に
限
ら
ず
、
希
望
さ

れ
る
方
が
多
く
参
加
し
て
い
た
だ
け

た
ら
大
変
あ
り
が
た
い
こ
と
で
す
の

で
、
ぜ
ひ
お
声
を
お
か
け
く
だ
さ
い
。

野
焼
き
な
ど
に
関
し
て
は
、

条
例
に
入
れ
な
か
っ
た
の
で

す
か
。

今
回
定
め
ら
れ
た
条
例
は
環

境
美
化
の
面
か
ら
策
定
さ
れ

て
い
ま
す
の
で
、
野
焼
き
に
関
し
て

は
含
め
ら
れ
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
ご

理
解
く
だ
さ
い
。

公
園
へ
猫
が
放
置
さ
れ
、
ま

た
そ
の
猫
に
餌
を
与
え
る
者

が
い
ま
す
。
近
隣
の
住
民
が
迷
惑
し

て
い
ま
す
。
犬
猫
の
問
題
は
近
隣
同

士
で
も
問
題
が
起
こ
り
ま
す
。
環
境

美
化
推
進
員
や
指
導
員
が
家
庭
に
直

接
出
向
い
て
指
導
を
し
て
も
ら
え
る

の
で
す
か
。

公
園
な
ど
で
野
良
猫
へ
餌
や

り
を
し
て
い
る
方
本
人
は
、

猫
に
と
っ
て
大
変
良
い
こ
と
を
し
て

い
る
と
思
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

そ
う
い
っ
た
方
に
、
住
民
の
方
が
非

常
に
迷
惑
を
被
っ
て
い
る
こ
と
を
お

知
ら
せ
し
て
ご
理
解
い
た
だ
く
た
め

に
、
市
内
の
動
物
病
院
な
ど
に
ポ
ス

タ
ー
（
看
板
）
を
貼
ら
せ
て
い
た
だ

き
野
良
猫
へ
の
餌
や
り
禁
止
を
啓
発

し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
餌
や
り
を

し
て
い
る
人
物
が
特
定
さ
れ
て
い
る

場
合
な
ど
は
、
市
（
環
境
美
化
指
導

員
）
か
ら
直
接
本
人
へ
警
告
を
し
ま

す
の
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

他
の
地
区
の
ご
み
回
収
時
刻

が
早
い
た
め
、
出
し
遅
れ
た

人
が
こ
ち
ら
の
地
区
に
来
て
出
し
て

い
く
。
そ
の
特
定
の
可
燃
ご
み
収
集

場
所
が
大
変
ご
み
の
量
が
多
く
な
る
。

な
ん
と
か
な
ら
な
い
か
。

収
集
場
所
の
変
更
を
し
て
は

ど
う
で
し
ょ
う
か
。
市
で
は

「
回
収
の
始
ま
る
８
時
ま
で
に
は
ご
み

出
し
を
し
て
く
だ
さ
い
。」
と
指
導
し

て
い
ま
す
。
粘
り
強
く
周
知
し
て
意

識
変
革
す
る
よ
う
呼
び
か
け
て
い
き

ま
す
。
市
で
は
、
時
間
外
に
出
さ
れ

た
ご
み
袋
を
開
け
、
持
ち
主
が
特
定

で
き
た
物
に
つ
い
て
は
、
ご
返
却
や

指
導
に
行
く
な
ど
の
対
応
を
し
て
い

ま
す
。
市
で
も
指
導
の
た
め
努
力
し

て
い
る
こ
と
を
ご
理
解
く
だ
さ
い
。

罰
則
を
課
す
こ
と
が
目
的
で

は
な
い
と
い
う
説
明
が
あ
っ

た
が
、
罰
則
金
が
規
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
４
月
の
施
行
か
ら
罰
則
金
の
適

用
は
あ
り
ま
し
た
か
。

罰
則
金
の
適
用
は
現
在
の
と

こ
ろ
あ
り
ま
せ
ん
。

今
後
の
活
動
と
し
て
不
法
投

棄
多
発
地
域
の
重
点
的
な
パ

ト
ロ
ー
ル
の
実
施
と
あ
る
が
パ
ト
ロ

ー
ル
は
誰
が
担
当
す
る
の
で
す
か
。

パ
ト
ロ
ー
ル
は
職
員
を
メ
イ

ン
に
し
た
実
施
を
考
え
て
い

ま
す
。
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
や
町
内

会
の
皆
さ
ん
に
も
協
力
し
て
い
た
だ

け
る
と
大
変
あ
り
が
た
い
の
で
、
ご

協
力
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

犬
の
糞
の
始
末
に
つ
い
て
市

で
は
ど
こ
ま
で
指
導
し
て
い

る
の
か
。
取
り
方
な
ど
も
指
導
す
る

の
で
す
か
。

始
末
の
方
法
に
つ
い
て
市
か

ら
指
導
す
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。
そ
れ
ぞ
れ
が
適
切
な
方
法
で

取
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

不
法
投
棄
が
出
る
重
点
箇
所

に
は
、
厳
し
い
看
板
を
出
し

て
ほ
し
い
。
不
法
投
棄
目
撃
通
報
者

に
謝
金
を
払
う
な
ど
の
対
応
が
で
き

な
い
か
。
防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置
し
て

現
場
を
捉
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

看
板
を
出
す
箇
所
を
教
え
て

い
た
だ
け
れ
ば
啓
発
看
板
を

掲
示
で
き
る
よ
う
に
検
討
し
ま
す
。

見
つ
け
た
方
に
謝
金
を
払
う
こ
と
は
、

で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
は
費
用
が
か
か

り
す
ぎ
る
の
で
で
き
ま
せ
ん
。

Q1Q2Q3

Q4

Q6Q7Q8

Q5

A1A2A3

A4

A5A6A7A8

市民と行政の
まちづくり懇談会
結果を報告します
※会議内容は要約してあります
※質問＝Ｑ・回答＝A
※	本文中の「まちづくり協議会」は「まち協」と略して
います。
※	開催時点でのグループ名で掲載しています。
問合せ先　市役所危機管理グループ
　　　　　☎52―1111（内線322）
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翼
小
学
校
区
テ
ー
マ

安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り

町
内
会
説
明
・
質
問

　
湯
山
町
の
防
犯
・
防
災
の
活
動
状

況
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　
防
犯
活
動
は
、
青
色
回
転
灯
パ
ト

ロ
ー
ル
カ
ー
（
青
パ
ト
）
等
に
よ
る
、

き
め
細
か
な
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
地
域
が
街
路
灯
の

設
置
に
よ
り
明
る
く
な
っ
た
こ
と
は

も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
活
動
を
通
じ
て

連
帯
感
が
生
ま
れ
た
こ
と
が
一
番
の

成
果
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。
今
後
の

活
動
は
、
パ
ト
ロ
ー
ル
日
数
を
増
や

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
が
、
高
齢

者
も
多
い
た
め
部
員
に
な
っ
て
い
た

だ
け
な
い
状
況
で
す
。

　
防
災
活
動
に
つ
い
て
は
、
防
災
倉

庫
の
整
備
や
点
検
、
組
み
立
て
訓
練

な
ど
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
高
浜
市

総
合
防
災
訓
練
は
、
湯
山
町
は
例
年

ど
お
り
沢
渡
町
と
合
同
で
高
浜
中
学

校
を
会
場
に
訓
練
を
し
ま
し
た
が
、

神
明
・
豊
田
町
と
合
同
で
、
翼
ま
ち

協
単
位
で
、
翼
小
学
校
で
訓
練
を
す

べ
き
だ
と
い
う
意
見
と
、
実
践
を
想

定
し
て
訓
練
を
行
う
な
ら
湯
山
町
に

あ
る
避
難
所
の
高
浜
中
学
校
で
行
う

べ
き
だ
と
の
意
見
が
分
か
れ
て
い
ま

す
。

　

防
犯
活
動
に
お
い
て
、「
パ
ト
ロ

ー
ル
団
員
を
効
率
よ
く
集
め
る
方

法
」、「
警
察
と
の
非
常
時
の
連
携
」

に
つ
い
て
の
２
点
。

　

防
災
活
動
に
お
い
て
、「
総
合
防

災
訓
練
会
場
の
変
更
の
可
否
に
つ
い

て
」、「
新
し
い
湯
山
町
民
を
参
加
さ

せ
る
方
法
」
の
２
点
。
合
わ
せ
て
4

点
に
つ
い
て
、
行
政
と
皆
様
の
ご
意

見
を
お
き
か
せ
く
だ
さ
い
。

生
活
安
全
グ
ル
ー
プ
説
明
・
回
答

　
「
防
犯
活
動
と
し
て
パ
ト
ロ
ー
ル

団
員
を
効
率
よ
く
集
め
る
方
法
」「
防

災
活
動
な
ど
の
行
事
に
新
し
い
湯
山

町
民
を
参
加
さ
せ
る
方
法
」
に
つ
い

て
の
提
案
と
し
て
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

大
会
な
ど
の
行
事
や
遊
び
を
通
じ
て

個
々
に
声
か
け
を
し
て
み
て
は
ど
う

で
し
ょ
う
か
。

　
「
警
察
と
の
非
常
時
の
連
携
」
に

つ
い
て
は
、
事
件
性
が
高
い
場
合
は
、

警
察
か
ら
の
発
表
に
時
間
が
か
か
る

と
思
い
ま
す
。
こ
そ
泥
や
変
質
者
が

出
る
な
ど
の
事
件
は
、
地
域
住
民
や

子
ど
も
た
ち
を
被
害
か
ら
守
る
と
い

う
こ
と
か
ら
、
警
察
と
行
政
、
地
域

が
協
力
し
て
防
犯
活
動
を
進
め
て
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、
お
互
い

に
情
報
交
換
な
ど
を
し
て
ま
い
り
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
「
総
合
防
災
訓
練
会
場
の
変
更
の

可
否
」
に
つ
い
て
は
、
参
考
と
し
て
、

南
中
学
校
の
あ
る
二
池
町
は
、
港
小

学
校
に
お
い
て
、
南
部
ま
ち
づ
く
り

協
議
会
と
し
て
港
小
学
校
区
の
他
の

町
内
会
と
合
同
で
参
加
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
こ
と
を
参
考
に
し
て
、
会
場

の
変
更
に
つ
い
て
湯
山
町
町
内
会
で

検
討
し
て
い
た
だ
き
、
結
果
を
お
知

ら
せ
く
だ
さ
い
。

二
池
町
が
自
分
の
地
域
以
外

の
地
区
へ
防
災
訓
練
に
出
か

け
る
こ
と
は
、
不
本
意
で
は
な
い
の

か
。
湯
山
町
は
避
難
場
所
が
高
浜
中

学
校
に
な
っ
て
い
る
が
、
訓
練
だ
け

翼
小
学
校
で
行
う
こ
と
は
、
個
人
的

に
は
不
本
意
だ
と
思
い
ま
す
。

二
池
町
か
ら
は
「
不
本
意
」

と
言
う
意
見
は
あ
り
ま
せ
ん
。

「
盛
大
だ
っ
た
」
と
言
う
こ
と
は
聞

い
て
お
り
ま
す
。

災
害
時
及
び
犯
罪
等
発
生
時
の

情
報
伝
達
に
つ
い
て

町
内
会
説
明
・
質
問

　
今
年
も
全
国
的
に
集
中
豪
雨
や
地

震
な
ど
、
多
く
の
災
害
が
発
生
し
ま

し
た
。
災
害
時
や
犯
罪
等
の
事
件
が

発
生
し
た
時
の
、
市
民
、
町
内
会
会

員
へ
の
避
難
勧
告
、
救
助
な
ど
の
た

め
に
は
、
情
報
を
す
ば
や
く
正
確
に

伝
達
す
る
こ
と
が
非
常
に
重
要
で
す
。

　
す
ば
や
く
避
難
し
た
ほ
う
が
良
い

の
か
、
避
難
勧
告
が
出
る
ま
で
待
っ

て
い
た
方
が
良
い
の
か
、
判
断
に
迷

う
こ
と
の
無
い
よ
う
に
、
多
く
の
市

民
、
会
員
に
即
時
に
正
確
な
情
報
を

提
供
し
、
被
害
が
少
な
く
て
済
む
よ

う
な
低
コ
ス
ト
で
効
率
的
な
周
知
方

法
は
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

生
活
安
全
グ
ル
ー
プ
説
明
・
回
答

　
情
報
の
効
率
的
な
取
得
方
法
と
し

て
、
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
な
ど
の
マ
ス

メ
デ
ィ
ア
や
パ
ソ
コ
ン
、
携
帯
電
話

等
の
電
子
媒
体
に
よ
る
情
報
の
取
得

が
有
効
な
手
段
と
思
わ
れ
ま
す
。
先

日
の
台
風
18
号
で
は
、
テ
レ
ビ
な
ど

で
避
難
所
の
開
設
な
ど
の
情
報
を
ニ

ュ
ー
ス
や
テ
ロ
ッ
プ
で
見
た
方
も
多

い
と
思
い
ま
す
が
、
市
か
ら
愛
知
県

や
キ
ャ
ッ
チ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
公
式

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
を
通
じ
て
災
害

の
情
報
を
皆
様
に
お
伝
え
し
て
い
ま

す
。
そ
の
他
の
伝
達
方
法
と
し
て
、

携
帯
電
話
、
特
設
公
衆
電
話
、
ア
マ

チ
ュ
ア
無
線
、
お
伝
え
君
、
メ
ー
ル
、

サ
イ
レ
ン
な
ど
が
あ
り
、
そ
の
時
々

に
お
い
て
、
必
要
な
手
段
を
用
い
て
、

情
報
を
提
供
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。
効
率
的
な
手
段
な
ど
を
、
市
で

も
職
員
に
よ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立

ち
上
げ
、
今
ま
さ
に
検
討
し
て
い
ま

す
。

防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
は
噂
を
頼

り
に
重
点
的
に
パ
ト
ロ
ー
ル

し
て
い
る
が
、
警
察
か
ら
は
「
細
か

い
情
報
は
提
供
で
き
な
い
。」
と
言

わ
れ
た
。
ど
こ
の
地
区
で
ど
の
よ
う

な
犯
罪
が
多
い
の
か
正
確
な
情
報
を

教
え
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
そ
の
地
区

を
重
点
的
に
パ
ト
ロ
ー
ル
で
き
ま
す
。

市
か
ら
碧
南
警
察
署
へ
犯
罪

発
生
状
況
な
ど
の
情
報
を
地

域
に
対
し
て
有
効
に
利
用
で
き
る
よ

う
に
、
相
談
し
ま
す
。
早
い
情
報
が

地
域
の
防
犯
活
動
に
反
映
で
き
る
と
、

行
政
も
考
え
て
い
ま
す
。

高
浜
小
学
校
区
テ
ー
マ

交
通
安
全
対
策
に
つ
い
て

町
内
会
説
明
・
質
問

　
１
点
目
・
市
内
の
い
た
る
と
こ
ろ

で
ガ
ス
や
水
道
、
下
水
の
工
事
を
し

ま
す
が
、
そ
の
度
に
道
路
に
凸
凹
が

で
き
ま
す
の
で
、
凸
凹
を
無
く
し
て

い
た
だ
き
た
い
。

　
２
点
目
・
昔
か
ら
あ
る
狭
い
生
活

道
路
を
子
ど
も
た
ち
が
安
全
に
通
学

が
で
き
る
か
は
、
私
た
ち
市
民
一
人

ひ
と
り
が
力
を
合
わ
せ
て
取
り
組
む

こ
と
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
や
は
り

行
政
の
協
力
が
無
け
れ
ば
や
っ
て
い

け
ま
せ
ん
。
何
ら
か
の
方
向
性
を
お

示
し
い
た
だ
き
た
い
。

　
３
点
目
・
市
民
一
人
ひ
と
り
が
交

通
安
全
の
意
識
を
高
め
て
、
自
身
や

交
通
弱
者
を
守
っ
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
一
時

的
な
も
の
だ
と
は
思
い
ま
す
が
、
稗

田
町
に
で
き
た
大
型
店
舗
の
開
店
、

ま
た
、
碧
南
高
浜
環
状
線
の
高
浜
川

に
架
か
る
橋
の
開
通
と
と
も
に
、
国

Q1

Q1

A1

A1

市民と行政のまちづくり懇談会結果を報告します
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道
419	

号
線
に
も
繋
が
り
、
交
通
量
が

急
激
に
増
加
し
て
き
ま
し
た
。
状
況

を
踏
ま
え
て
、
行
政
が
警
察
な
ど
と

連
携
し
、
早
期
に
対
策
を
講
じ
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

都
市
整
備
グ
ル
ー
プ
説
明
・
回
答

　
１
点
目
に
つ
い
て
、
工
事
で
道
路

に
穴
を
あ
け
る
と
す
ぐ
に
仮
復
旧
し

て
、
通
行
に
支
障
が
出
な
い
よ
う
に

し
て
い
ま
す
。
舗
装
に
つ
い
て
は
、

土
の
上
と
い
う
自
然
が
相
手
で
す
の

で
自
然
沈
下
な
ど
の
現
象
が
あ
る
の

で
仮
復
旧
後
土
地
が
固
ま
る
ま
で
待

ち
、
本
復
旧
す
る
よ
う
な
処
置
が
と

ら
れ
ま
す
の
で
ご
理
解
く
だ
さ
い
。

通
行
に
支
障
が
あ
る
場
合
は
、
都
市

整
備
グ
ル
ー
プ
ま
で
ご
連
絡
い
た
だ

け
れ
ば
、
改
善
で
き
る
点
は
、
早
急

に
改
善
い
た
し
ま
す
。

　
２
点
目
の
通
学
路
の
安
全
確
保
に

つ
い
て
は
、
市
だ
け
の
力
で
は
全
て

を
網
羅
す
る
こ
と
は
難
し
い
こ
と
で

す
。
市
と
地
域
の
皆
様
の
力
を
合
わ

せ
れ
ば
、
大
変
大
き
な
力
と
成
り
得

ま
す
の
で
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　
３
点
目
の
碧
南
高
浜
線
（
碧
南
警

察
署
の
前
か
ら
高
浜
の
国
道
419	

号
線

ま
で
の
道
）
の
件
は
、
碧
南
警
察
な

ど
と
協
議
し
て
大
型
店
に
交
通
や
安

全
対
策
の
申
し
入
れ
を
行
っ
た
結
果
、

入
口
と
出
口
を
分
離
し
て
交
通
と
安

全
対
策
を
図
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
安
全
対
策
と
し
て
安
全
表
示

を
つ
け
る
等
も
行
っ
て
い
ま
す
。

あ
る
市
民
の
方
か
ら
「
鬼
み

ち
の
レ
ン
ガ
敷
き
の
道
路
に

凸
凹
が
あ
る
。」
と
苦
情
を
受
け
市

に
連
絡
し
た
ら
、
早
急
に
対
応
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
舗
装
を
し

な
お
し
た
面
の
色
が
、
以
前
か
ら
の

舗
装
面
と
違
う
の
は
な
ぜ
で
す
か
。

鬼
み
ち
の
色
の
付
い
て
い
る

舗
装
は
、
路
面
が
若
干
弱
く

剥
げ
て
き
て
し
ま
う
た
め
、
古
い
舗

装
と
色
が
違
っ
て
見
え
ま
す
が
、
施

工
方
法
は
以
前
舗
装
し
た
も
の
と
同

じ
作
業
を
し
て
い
ま
す
。

一
方
通
行
の
道
路
を
逆
走
し

て
く
る
車
を
多
々
見
か
け
ま

す
。
標
識
な
ど
を
わ
か
り
や
す
い
位

置
に
、
わ
か
り
や
す
い
標
識
で
立
て

て
い
た
だ
き
た
い
。

道
路
の
交
通
規
制
は
警
察
が

管
轄
し
て
い
る
た
め
、
市
が

独
自
の
交
通
標
識
を
立
て
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。
今
の
標
識
が
ド
ラ
イ

バ
ー
か
ら
認
識
さ
れ
に
く
い
と
い
う

こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
見
や
す
い

場
所
が
あ
り
ま
し
た
ら
出
し
た
い
の

で
す
が
、
今
そ
の
よ
う
な
場
所
の
確

保
が
さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。
電
光
掲

示
板
が
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
の
辺
り

を
上
手
く
活
用
す
る
よ
う
に
考
え
警

察
と
協
議
し
て
い
き
ま
す
。

大
山
緑
地
公
園
横
の
狭
い
路

地
が
国
道
419
号
線
の
朝
の
渋

滞
時
等
の
抜
け
道
と
な
っ
て
い
る
。

危
険
な
の
で
、
簡
単
に
で
き
る
対
策

は
何
か
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
大
山
公
民
館
下
の
道
路
が
通
学
路

に
指
定
さ
れ
て
い
て
通
学
時
間
は
進

入
禁
止
に
な
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
車
が
入
っ
て
き
て
大
変
危
険

で
あ
る
。
市
で
対
応
し
て
も
ら
え
な

い
か
。

抜
け
道
と
な
っ
て
い
る
道
や

大
山
緑
地
と
赤
松
住
宅
の
間

の
道
路
に
つ
い
て
は
、
以
前
に
お
話

を
承
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
危
険

な
の
で
、
す
ぐ
に
規
制
を
か
け
た
い

と
い
う
こ
と
を
碧
南
警
察
署
に
相
談

し
て
い
ま
す
。
方
策
と
し
て
、
道
路

へ
車
の
ス
ピ
ー
ド
を
抑
止
す
る
た
め

の
凸
凹
を
つ
け
る
こ
と
や
、
道
路
を

狭
く
見
せ
る
路
上
へ
の
ペ
イ
ン
ト
表

示
な
ど
を
検
討
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
道
路
へ
の
乗
り
入
れ
を
規

制
す
る
こ
と
は
、
道
路
付
近
の
住
民

の
方
に
も
配
慮
い
た
だ
か
な
く
て
は

な
ら
な
く
な
る
の
で
、
今
後
も
協
議

し
て
い
き
ま
す
。

吉
浜
小
学
校
区
テ
ー
マ

き
れ
い
な
町
、
安
全
な
町
、
住
み
た

く
な
る
町
を
目
指
し
て

『
ご
み
出
し
の
ル
ー
ル
守
っ
て
、
環

境
美
化
と
Ｅ
Ｃ
Ｏ
貢
献
』

町
内
会
か
ら
説
明
・
質
問

　
環
境
に
関
し
て
は
各
町
内
会
や
皆

さ
ん
が
常
々
感
じ
て
い
る
身
近
な
問

題
で
す
。
も
っ
た
い
な
い
精
神
で
資

源
の
節
約
と
有
効
活
用
を
図
る
こ
と

が
大
切
で
す
。
そ
の
中
で
も
資
源
と

な
る
ご
み
を
分
別
収
集
す
れ
ば
有
効

活
用
す
る
こ
と
が
で
き
、
町
の
環
境

美
化
に
も
繋
が
り
ま
す
の
で
、
町
内

会
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

ご
み
処
理
の
問
題
点
と
し
て
は
、

可
燃
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
資
源
ご

み
な
ど
が
捨
て
ら
れ
、
収
集
日
や
場

所
に
関
係
な
く
出
さ
れ
て
い
る
の
が

現
状
で
す
。
ル
ー
ル
を
守
っ
て
も
ら

う
た
め
の
取
り
組
み
が
必
要
で
す
。

各
町
内
会
の
取
組
み
状
況
は
、
町
内

会
員
の
輪
番
に
よ
る
資
源
ご
み
立
ち

当
番
や
、
夏
場
の
明
る
い
夕
方
の
防

犯
パ
ト
ロ
ー
ル
の
時
に
ご
み
拾
い
も

行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
町
内
会
役

員
に
よ
る
ル
ー
ル
違
反
者
へ
の
指
導

や
一
斉
清
掃
へ
の
参
加
な
ど
も
行
っ

て
い
ま
す
。
町
内
会
の
皆
さ
ん
に
ご

み
の
処
理
に
ま
つ
わ
る
苦
情
・
要
望

に
つ
い
て
調
査
を
行
い
、
改
善
し
ま

し
た
。

　
市
へ
の
要
望
と
し
て
、
①
カ
ラ
ス

避
け
ネ
ッ
ト
に
使
用
す
る
漁
網
の
在

庫
の
常
時
確
保
、
②
市
と
し
て
の
カ

ラ
ス
駆
除
の
実
施
、
③
回
収
日
に
色

の
つ
い
た
外
国
人
用
カ
レ
ン
ダ
ー
の

作
成
、
の
３
点
を
お
願
い
し
た
い
と

思
い
ま
す
の
で
、
回
答
を
お
願
い
し

ま
す
。

市
民
生
活
グ
ル
ー
プ
か
ら
説
明
（
回
答
）

　
１
点
目
の
カ
ラ
ス
避
け
の
漁
網
の

常
備
に
つ
い
て
、
漁
網
は
碧
南
市
の

大
浜
漁
港
さ
ん
か
ら
譲
っ
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。
在
庫
が
無
く
お
渡
し

で
き
な
い
状
況
で
し
た
が
、
現
在
流

作
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
ネ
ッ
ト
の
張
替
え

を
し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
大
量
に

譲
り
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
の

で
、
必
要
な
時
は
市
民
生
活
グ
ル
ー

プ
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

　
２
点
目
の
カ
ラ
ス
駆
除
の
件
に
つ

い
て
は
、
市
で
直
接
駆
除
を
し
た
り

薬
を
撒
い
た
り
す
る
予
定
は
あ
り
ま

せ
ん
。
し
か
し
、
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
に
カ
ラ
ス
避
け
の
ネ
ッ
ト
を
張
る

こ
と
で
、
餌
の
調
達
が
難
し
く
な
っ

て
住
み
づ
ら
く
な
り
カ
ラ
ス
の
減
少

に
効
果
が
あ
り
ま
す
。

　
３
点
目
の
外
国
人
用
カ
レ
ン
ダ
ー

に
も
色
が
付
い
て
い
た
方
が
分
か
り

や
す
く
ト
ラ
ブ
ル
の
回
避
に
も
繋
が

る
と
思
い
ま
す
の
で
、
印
刷
に
か
か

る
費
用
な
ど
を
調
査
し
、
検
討
い
た

し
ま
す
。
ま
た
、
一
つ
の
ア
イ
デ
ィ

ア
と
し
て
、
日
本
語
版
の
日
付
部
分

を
貼
り
付
け
る
方
法
も
あ
り
ま
す
の

で
、
参
考
に
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と

思
い
ま
す
。

Q1Q2Q3 A1A2
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カ
ラ
ス
の
駆
除
は
、
市
が
行

う
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
。
西
尾
市
の
八
ツ
面
山
で
駆
除
を

行
っ
た
例
を
参
考
に
市
と
町
内
会
で

協
力
し
て
進
め
て
ほ
し
い
。

鳥
獣
保
護
の
観
点
や
市
内
に

猟
銃
禁
止
区
域
も
あ
り
鉄
砲

が
撃
て
な
い
こ
と
か
ら
、
市
で
駆
除

を
行
う
こ
と
は
難
し
い
と
思
い
ま
す
。

専
門
業
者
に
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
西

尾
市
の
事
例
の
様
な
仕
掛
け
に
は
、

カ
ラ
ス
は
頭
が
良
く
、
ほ
と
ん
ど
入

ら
な
い
と
聞
い
て
い
ま
す
。

毎
年
、
市
民
一
斉
清
掃
と
歩

け
歩
け
運
動
が
重
な
っ
て
し

ま
っ
て
い
る
。
日
程
を
調
整
し
て
ほ

し
い
。

N	

P	

O
法
人
た
か
は
ま
ス
ポ

ー
ツ
ク
ラ
ブ
と
協
議
し
、
日

程
な
ど
の
調
整
を
行
い
ま
す
。

『
生
活
道
路
の
見
通
し
良
く
し
て
、

犯
罪
防
止
と
事
故
防
止
』

町
内
会
か
ら
説
明
・
質
問

　
吉
浜
小
学
校
区
で
は
死
傷
者
の
数

は
減
少
し
て
い
る
も
の
の
や
は
り
ほ

う
っ
て
は
お
け
ま
せ
ん
。
町
内
会
で

の
防
犯
活
動
と
し
て
、
ま
ち
協
子
ど

も
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
交
差
点
で
の
立

ち
番
指
導
や
、交
通
安
全
障
害
物（
見

通
し
）
な
ど
の
調
査
や
改
善
指
導
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
犯
罪
や
事
故
の
未
然
防
止
対
策
と

し
て
は
、
防
犯
灯
の
設
置
が
あ
り
ま

す
。
非
常
に
暗
い
箇
所
へ
の
設
置
を

市
に
要
望
中
で
す
。
こ
う
い
っ
た
暗

い
場
所
が
あ
る
こ
と
が
犯
罪
に
繋
が

り
ま
す
。
一
般
的
に
、
暗
い
場
所
や

落
書
き
の
多
い
場
所
、
ご
み
が
散
乱

し
て
い
る
場
所
な
ど
が
犯
罪
の
発
生

し
や
す
い
場
所
だ
そ
う
で
す
。
み
ん

な
で
町
を
守
る
こ
と
、
町
を
き
れ

い
に
す
る
こ
と
は
繋
が
っ
て
い
ま
す
。

ご
み
拾
い
な
ど
で
町
を
き
れ
い
に
し
、

団
結
力
の
あ
る
町
内
だ
と
知
ら
し
め

る
こ
と
が
防
犯
に
繋
が
り
ま
す
。

　
市
へ
の
要
望
に
つ
い
て
、
①
レ
ア

メ
タ
ル
の
回
収
等
を
行
い
、
ご
み
を

資
源
に
し
て
ほ
し
い
②
子
ど
も
の
水

難
事
故
防
止
の
た
め
新
田
町
貯
木
場

浮
き
桟
橋
の
撤
去
③
交
通
事
故
防
止

の
た
め
高
浜
緑
地
公
園
整
備
に
伴
う

周
辺
の
生
活
道
路
整
備
の
３
点
を
お

願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

市
民
生
活
グ
ル
ー
プ
か
ら
説
明（
回
答
）

　
レ
ア
メ
タ
ル
の
回
収
に
つ
い
て
は
、

回
収
量
が
少
な
い
と
思
わ
れ
る
た
め
、

行
う
予
定
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
し
か
し
、
リ
サ
イ
ク
ル
促
進
の
た

め
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
の

収
集
品
目
の
検
討
を
行
っ
て
い
ま
す
。

判
断
が
容
易
に
な
り
出
し
や
す
く
な

る
と
思
い
ま
す
。

政
策
推
進
グ
ル
ー
プ
か
ら
説
明
（
回
答
）

　

新
田
町
貯
木
場
浮
き
桟
橋
の
撤

去
に
つ
い
て
は
、
安
全
管
理
の
面
か

ら
渡
り
部
分
を
撤
去
す
る
と
と
も
に
、

乗
り
入
れ
口
に
つ
い
て
閉
鎖
す
る
こ

と
と
し
ま
し
た
。
流
作
新
田
貯
木
場

は
、
港
湾
計
画
に
よ
り
埋
立
が
予
定

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
公
園
整
備
に
関
す
る
周
辺
の
生
活

道
路
整
備
に
つ
い
て
、
現
在
造
成
中

の
高
浜
緑
地
の
完
成
に
向
け
、
堤
防

管
理
道
路
の
管
理
者
で
あ
る
愛
知
県

へ
拡
幅
工
事
を
要
望
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
市
道
に
つ
き
ま
し
て

は
、
高
浜
緑
地
へ
の
ア
ク
セ
ス
ル
ー

ト
の
検
討
や
、
道
路
状
況
、
沿
道
利

用
状
況
な
ど
を
踏
ま
え
検
討
し
ま
す
。

港
小
学
校
区
テ
ー
マ

地
域
防
災
意
識
向
上
に
向
け
て

町
内
会
か
ら
説
明
・
質
問

　
私
た
ち
田
戸
町
、
碧
海
町
、
二
池

町
内
会
は
、
港
小
学
校
区
の
南
部
ま

ち
づ
く
り
協
議
会
の
色
々
な
活
動
と

と
も
に
ま
ち
づ
く
り
活
動
を
進
め
て

い
ま
す
。
活
動
の
基
本
は
、
一
人
ひ

と
り
が
自
分
で
で
き
る
こ
と
は
自
分

で
、
地
域
で
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
は
地
域
で
、
行
政
と
協
働
で
取

組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
ま

ち
づ
く
り
特
派
員
の
皆
さ
ま
に
相
談

し
な
が
ら
、
そ
し
て
楽
し
み
な
が
ら

取
り
組
む
こ
と
で
す
。

　
地
域
防
災
活
動
は
、
年
数
回
の
防

災
訓
練
や
町
内
防
災
勉
強
会
、
他
市

の
防
災
訓
練
見
学
な
ど
を
行
っ
て
い

ま
す
。
防
災
に
関
わ
る
こ
と
で
防
災

へ
の
取
組
み
は
着
実
に
増
加
し
、
訓

練
な
ど
の
内
容
も
変
化
さ
せ
な
が
ら

継
続
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
方
、
形
づ

く
り
は
で
き
て
い
る
も
の
の
、
活
動

参
加
者
は
関
係
者
が
多
く
一
般
住
民

へ
の
浸
透
度
は
十
分
と
は
言
え
ま
せ

ん
。
ま
ち
協
と
三
町
内
会
が
連
携
し

て
進
め
て
い
る
防
災
活
動
は
、
地
域

が
連
携
し
地
域
を
守
る「
総
合
防
災
」

と
、
自
ら
を
守
る
「
個
別
防
災
」
で

す
。
こ
の
二
点
を
柱
と
し
て
、
各
種

活
動
が
展
開
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　
防
災
技
術
の
確
保
は
必
要
で
、
被

害
の
減
少
や
被
災
直
後
の
処
置
活
動

能
力
を
向
上
さ
せ
、
地
域
の
減
災
、

小
災
に
結
び
つ
け
る
こ
と
を
目
的
に

救
急
救
命
講
座
、
一
般
防
災
講
座
を

受
講
し
、
地
震
、
大
雨
、
台
風
、
火

災
等
の
災
害
に
対
す
る
未
然
防
止
や
、

被
災
処
置
、
復
旧
活
動
等
を
学
び
ま

し
た
。
平
成
20
年
に
は
、
日
本
防
災

士
機
構
の
防
災
専
門
講
習
に
参
加
し
、

専
門
的
、
体
系
的
防
災
活
動
力
の
知

識
を
習
得
し
な
が
ら
資
格
を
取
得
し

て
い
ま
す
。
救
急
救
命
の
技
術
は
防

災
訓
練
で
も
活
用
さ
れ
、
地
域
顔
見

知
り
の
コ
ー
チ
で
防
災
意
識
の
盛
り

上
げ
に
も
役
立
っ
て
い
ま
す
。
本
来

の
目
的
と
す
る
災
害
の
未
然
防
止
や

減
災
に
繋
が
る
よ
う
に
更
に
進
め
て

い
き
ま
す
。

　
町
内
会
防
災
学
習
会
を
知
識
習
得

の
機
会
が
少
な
い
住
民
に
向
け
て
町

内
会
が
主
体
と
な
り
、
ま
ち
協
、
行

政
な
ど
の
協
力
に
よ
り
実
施
し
て
い

ま
す
。
学
習
会
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
か

ら
学
習
会
に
効
果
が
あ
る
と
判
断
し
、

継
続
し
た
活
動
へ
と
推
進
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
防
災
管
理
は
、
小
学
校
と
中
学
校

に
設
置
し
て
あ
る
防
災
倉
庫
の
自
主

管
理
を
町
内
会
防
災
部
が
主
体
と
な

っ
て
行
い
、
同
様
に
地
域
の
た
め
に

防
災
備
蓄
の
増
強
も
少
し
ず
つ
は
じ

め
て
い
ま
す
。
非
常
食
は
各
町
内
会

あ
た
り
300
食
以
上
の
確
保
を
目
指
し
、

寝
具
、
燃
料
、
日
用
品
、
救
急
薬
な

ど
も
追
加
中
で
す
。

　
防
災
に
対
す
る
問
題
点
や
反
省
点

が
あ
り
ま
す
。
①
総
合
防
災
訓
練
に

つ
い
て
は
、
参
加
者
が
町
内
会
役
員

な
ど
に
固
定
化
さ
れ
、
一
般
住
民
が

少
な
く
、
地
域
全
体
の
防
災
力
を
考

え
る
と
こ
れ
で
は
心
配
で
す
。
②
個

別
防
災
訓
練
に
つ
い
て
は
、
各
町
内
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会
共
に
参
加
希
望
者
が
多
く
希
望
に

沿
え
て
い
ま
せ
ん
。
③
防
災
技
術
の

確
保
に
つ
い
て
は
、
継
続
的
な
計

画
性
に
欠
け
て
い
た
と
い
う
点
が
挙

げ
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
の
要
因
と
し

て
、
①
一
般
の
参
加
を
呼
び
か
け
て

い
な
い
・
積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
し
て
い
な

い
、
②
多
く
の
人
が
参
加
し
た
ら
面

倒
を
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
、
③
推

進
リ
ー
ダ
ー
が
不
足
し
て
い
る
と
い

う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
日
常
生
活
の

中
に
防
災
や
防
犯
を
意
識
付
け
る
方

策
や
活
動
の
弱
さ
が
反
省
さ
れ
ま
す
。

対
策
と
し
て
、
身
近
な
活
動
に
意
識

付
け
や
啓
発
を
心
が
け
よ
う
に
取
組

み
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
特
に
今
年
は
防
災
を
身
近
に
す
る

活
動
で
、
一
軒
一
灯
活
動
の
調
査
を

進
め
て
い
ま
す
。
一
軒
一
灯
に
つ
い

て
は
、
防
犯
対
策
と
し
て
多
く
の
町

で
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
防
犯

は
も
と
よ
り
地
域
活
動
の
活
性
化

や
、
愛
着
あ
る
地
域
意
識
の
醸
成
な

ど
多
く
の
効
果
が
得
ら
れ
ま
す
。
特

に
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し

た
場
合
、
維
持
が
し
や
す
く
災
害
時

に
も
活
用
度
が
高
い
の
で
す
。
実
施

に
向
け
て
の
ご
指
導
や
ご
意
見
を
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
考
え

て
い
る
の
は
、
裏
道
、
細
い
生
活
道

路
へ
の
設
置
で
す
。
対
象
と
し
て
い

る
の
は
二
池
町
と
碧
海
町
の
二
箇
所

で
、
設
置
す
る
防
犯
灯
に
つ
い
て
白

色
と
青
混
合
の
二
種
類
を
調
査
し
て

い
ま
す
。
両
方
と
も
60
Ｗ
の
明
る
さ

で
す
。
使
い
方
は
、
日
没
と
共
に
点

灯
し
、
明
る
く
な
っ
た
ら
消
灯
さ
せ

ま
す
。
能
力
は
、
５
日
間
ほ
ど
日
照

が
無
く
て
も
維
持
し
て
点
灯
で
き
ま

す
。
今
回
、
対
象
予
定
の
二
町
で
の

設
置
本
数
は
20
～
25
機
を
予
定
し
て

お
り
、
１
機
あ
た
り
の
製
作
費
20
～

25
万
円
で
設
置
し
た
い
と
考
え
、
研

究
し
て
い
ま
す
。
総
設
置
コ
ス
ト
は

約
500
万
円
必
要
で
す
。

行
政
か
ら
説
明
（
回
答
）

　
一
軒
一
灯
に
つ
い
て
は
、
昨
年
度

の
ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
で
提
案
が
あ

り
ま
し
た
。
南
部
地
区
で
は
青
色
防

犯
灯
や
チ
ャ
レ
ン
ジ
ド
・
ワ
ー
キ
ン

グ
ス
ペ
ー
ス
「
わ
く
わ
く
」
と
い
っ

た
事
業
が
既
に
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

財
源
は
国
か
ら
の
交
付
金
で
展
開
し

て
い
ま
す
。
平
成
22
年
度
に
お
い
て

も
こ
の
予
算
措
置
を
考
え
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
経
費
的
な
こ
と
も
研
究
さ

れ
て
い
く
よ
う
で
す
の
で
、
来
年
度

の
協
働
事
業
ハ
ー
ド
整
備
事
業
を
活

用
し
、
提
案
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
行

政
も
全
面
的
に
支
援
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

整
備
を
予
定
さ
れ
て
い
る
地

区
は
い
い
か
も
し
れ
な
い
が
、

横
浜
橋
か
ら
向
こ
う
は
全
部
真
っ
暗

で
あ
る
。
確
か
に
裏
道
を
明
る
く
す

る
の
も
い
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
メ

イ
ン
の
表
通
り
が
真
っ
暗
な
の
は
理

解
で
き
な
い
。

ご
指
摘
を
い
た
だ
き
ま
し
た
様

な
面
も
あ
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
。

地
域
で
ご
判
断
い
た
だ
い
た
中
で
暗

い
と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
増
設
は
可

能
で
す
の
で
、
ま
ち
協
に
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。
ま
ち
協
か
ら
行
政
に
街
路
灯

の
ご
提
案
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

高
取
小
学
校
区
テ
ー
マ

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
つ
い
て

町
内
会
か
ら
説
明
・
質
問

　
今
回
の
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、

世
界
的
に
大
流
行
し
て
い
ま
す
。
強

毒
性
の
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
つ
い

て
は
、
社
会
的
障
害
を
引
き
起
こ
す

原
因
と
も
な
り
、
私
た
ち
の
日
常
生

活
や
町
内
会
活
動
に
も
支
障
を
き
た

す
こ
と
が
考
え
ら
れ
、
大
被
害
が
懸

念
さ
れ
、
論
議
が
重
ね
ら
れ
ま
し
た
。

現
在
流
行
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
つ

い
て
行
政
か
ら
次
の
こ
と
に
つ
い
て

説
明
願
い
ま
す
。

○	

正
確
な
情
報
が
市
民
に
公
表
さ
れ

て
い
る
の
か
。

○	

ワ
ク
チ
ン
、
抗
生
剤
の
確
保
量
は

ど
う
か
。

○	

予
防
接
種
方
法
・
優
先
順
位
・
回

数
・
料
金
・
予
約
方
法
に
つ
い
て
、

特
に
予
防
接
種
の
優
先
順
位
の
国

の
指
導
な
ど
。

○	

基
礎
疾
患
証
明
書
の
取
り
扱
い
が

簡
素
化
で
き
な
い
か
。

○	

副
作
用
が
起
こ
っ
た
場
合
の
責
任

の
所
在
は
明
ら
か
に
し
て
あ
る
の

か
。

保
健
福
祉
グ
ル
ー
プ
か
ら
説
明
（
回
答
）

※
平
成
21
年
11
月
現
在
の
状
況
で
す
。

○	

【
高
浜
市
内
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

集
団
発
生
状
況
】
発
生
し
た
９
月

以
来
、
幼
稚
園
・
保
育
園
・
小
学

校
・
中
学
校
で
学
級
・
学
年
閉
鎖

な
ど
、
急
激
に
感
染
者
が
増
加
中
。

○	

【
市
の
準
備
】
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒

液
540
リ
ッ
ト
ル
、
マ
ス
ク
５
万
枚
、

防
護
服
20
セ
ッ
ト
を
備
蓄
。

○	

【
情
報
提
供
】
11
月
：
全
戸
配
布

チ
ラ
シ
に
よ
り
ワ
ク
チ
ン
の
接
種

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
お
知
ら
せ
。
今

後
、
県
か
ら
の
重
要
情
報
・
緊
急

情
報
を
逐
次「
全
戸
配
布
チ
ラ
シ
」

「
広
報
」「
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」
な
ど

で
早
く
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

○	

【
ワ
ク
チ
ン
の
確
保
量
等
】
新
型
は

日
本
の
人
口
約
1
億
３
千
万
人
に
対

し
、
約
７
千
７
０
０
万
人
分
確
保
。

○	
【
優
先
接
種
目
的
・
対
象
者
】
感

染
防
止
で
は
な
く
死
亡
・
重
症
者

の
発
生
を
減
ら
す
こ
と
。
必
要
な

医
療
供
給
体
制
の
確
保
が
目
的
で

す
。
重
症
化
し
や
す
い
方
・
医
療

従
事
者
を
優
先
し
ま
す
。
市
内
優

先
接
種
対
象
者
見
込
人
数
約
１
９
，

０
０
０
人
。
市
内
13
医
療
機
関
で

ワ
ク
チ
ン
接
種
が
可
能
で
す
。（
市

外
の
医
療
機
関
で
も
接
種
可
。）

○	

【
優
先
接
種
の
証
明
】
確
認
す
る

た
め
の
書
類
の
提
示
が
必
要
で
す
。

基
礎
疾
患
の
あ
る
方
が
、
か
か
り

つ
け
医
以
外
の
医
療
機
関
で
ワ
ク

チ
ン
接
種
を
受
け
ら
れ
る
場
合
は
、

「
優
先
接
種
対
象
者
証
明
書
」
が

必
要
で
す
。（
か
か
り
つ
け
医
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
）

○	

【
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
費
用
】
１
回

目
３
，
６
０
０
円
。
２
回
目
２
，

５
５
０
円
（
２
回
目
を
異
な
る
医

療
機
関
で
受
け
る
場
合
は
、
３
，

６
０
０
円
）。

○	

【
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ

ン
接
種
に
よ
る
副
作
用
に
対
す
る

ア
フ
タ
ー
ケ
ア
】
国
が
実
施
主
体

と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
予
防
接

種
法
に
準
じ
た
救
済
措
置
が
講
じ

ら
れ
る
こ
と
が
予
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
季
節
性
の
接
種
と
は
、
取
り

扱
い
が
異
な
り
ま
す
。

　
ま
ず
は
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

に
「
か
か
ら
な
い
こ
と
」、
か
か
っ

て
し
ま
っ
た
と
き
に
は
、
感
染
の
拡

大
を
防
ぐ
た
め
に
「
う
つ
さ
な
い
こ

と
」
が
重
要
と
な
り
ま
す
。
引
き
続

Q1

A1
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き
正
確
な
情
報
に
従
い
、
冷
静
な
行

動
に
努
め
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

備
蓄
し
て
い
る
マ
ス
ク
は
ど
の

よ
う
な
時
に
使
用
す
る
の
か
。

基
本
は
、
マ
ス
ク
を
市
民
一

人
ひ
と
り
が
備
蓄
し
、
用
意

し
て
い
た
だ
き
、
感
染
予
防
対
策
を

し
て
い
た
だ
き
た
い
。
以
前
の
よ
う

に
ど
こ
の
お
店
に
行
っ
て
も
マ
ス
ク

が
入
手
で
き
な
い
な
ど
の
事
態
が
生

じ
た
と
き
に
は
、
使
用
で
き
る
よ
う

検
討
し
ま
す
。

①
２
回
目
の
接
種
費
用
が
違

う
医
療
機
関
で
受
け
る
と
な

ぜ
料
金
が
高
く
な
る
の
で
す
か
。

②
市
内
の
年
齢
別
・
地
域
別
の
感
染

者
数
は
市
で
把
握
し
て
い
ま
す
か
。

①
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予

防
接
種
は
、
全
国
一
律
料
金

で
す
。
１
回
目
に
は
、
初
診
料
が
含

ま
れ
る
た
め
１
回
目
は
料
金
が
高
く

な
っ
て
い
ま
す
。
２
回
目
を
別
の
医

療
機
関
で
接
種
さ
れ
る
と
、
ま
た
初

診
料
が
発
生
し
ま
す
の
で
料
金
が
高

く
な
り
ま
す
。

②
年
齢
別
の
発
生
状
況
は
、
県
か
ら
報

告
さ
れ
て
き
ま
す
。
高
浜
市
内
で
の
地

域
別
資
料
は
、
医
療
機
関
か
ら
の
報
告

義
務
が
無
い
の
で
あ
り
ま
せ
ん
。

高
浜
市
で
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

対
策
を
す
る
う
え
で
提
案
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
学
校
で
他
の

人
に
感
染
さ
せ
な
い
た
め
に
も
、
毎

朝
体
温
測
定
を
さ
せ
、
微
熱
な
ど
少

し
で
も
兆
候
が
見
ら
れ
た
ら
学
校
を

休
ま
せ
治
療
す
る
こ
と
を
徹
底
し
て

も
ら
い
た
い
。

高
取
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
と
町
内
会

と
の
関
係
に
つ
い
て

町
内
会
説
明
・
質
問

　
高
取
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
（
ま
ち

協
）
の
活
動
は
防
犯
・
防
災
、
あ
い

さ
つ
グ
ル
ー
プ
、
環
境
美
化
グ
ル
ー

プ
を
柱
に
活
動
し
て
い
ま
す
。
ま
ち

協
は
、
町
内
会
を
は
じ
め
各
種
団
体

が
参
加
し
形
成
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

ま
ち
協
へ
の
理
解
を
深
め
、
１
人
で

も
多
く
の
方
に
ま
ち
協
に
参
加
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
考
え
ま
す
の
で
、

次
の
説
明
を
お
願
い
し
ま
す
。

①
地
方
分
権
に
つ
い
て
、
市
は
ど
の

よ
う
に
捉
え
て
い
る
の
か
。

②
長
い
歴
史
の
な
か
で
つ
く
ら
れ
た

町
内
会
や
公
民
館
な
ど
の
団
体
が
す

で
に
活
躍
し
て
い
る
中
で
、
ま
ち
協

の
必
要
性
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
。

③
ま
ち
協
の
活
動
に
つ
い
て
（
活
動

に
問
題
点
は
あ
る
の
か
。）

地
域
政
策
グ
ル
ー
プ
か
ら
説
明（
回
答
）

　
地
方
分
権
の
目
的
は
「
ゆ
と
り
と

豊
か
さ
を
実
感
で
き
る
社
会
を
つ
く

る
」、「
成
長
優
先
の
政
策
か
ら
生
活

重
視
の
政
策
へ
の
方
向
転
換
」。
生

活
重
視
の
政
策
に
は
、
地
方
自
治
体

の
役
割
が
た
い
へ
ん
重
要
に
な
っ
て

き
ま
す
。
厳
し
い
財
政
状
況
の
な
か

で
、
市
役
所
の
公
共
サ
ー
ビ
ス
を
増

や
す
こ
と
は
不
可
能
な
状
況
で
す
。

①
【
高
浜
市
は
地
方
分
権
を
ど
の
よ

う
に
捉
え
て
い
る
か
】
市
民
に
身
近

な
防
犯
や
防
災
な
ど
の
課
題
解
決
や

サ
ー
ビ
ス
は
、
地
域
住
民
の
方
や
地

域
の
団
体
が
連
携
し
て
担
っ
て
い
た

だ
い
た
方
が
、
よ
り
良
い
サ
ー
ビ
ス

に
つ
な
が
り
ま
す
。
市
か
ら
権
限
と

財
源
を
移
し
て
主
体
的
に
行
っ
て
い

た
だ
く
、
地
域
内
分
権
を
考
え
ま
し

た
。
そ
の
担
い
手
が「
ま
ち
協
」で
す
。

②
【
ま
ち
協
の
必
要
性
は
】
団
体
が

連
携
す
る
と
「
地
域
の
総
合
力
」
で

課
題
を
解
決
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。「
協
力
し
て
や
っ
た
方
が
い
い

こ
と
は
協
力
し
て
や
り
ま
し
ょ
う
」

と
い
う
の
が「
ま
ち
協
」で
す
。「
ま

ち
協
が
で
き
る
と
町
内
会
な
ど
は
い

ら
な
く
な
る
の
か
」
と
い
う
ご
質
問

を
い
た
だ
き
ま
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の

団
体
の
活
動
が
活
発
に
な
る
と
、
ま

ち
協
の
連
携
の
輪
も
大
き
く
な
り
ま

す
。
特
に
町
内
会
は
「
向
う
三
軒
両

隣
」
の
関
係
を
支
え
て
い
た
だ
く
、

ま
ち
協
に
は
大
切
な
団
体
と
な
っ
て

い
ま
す
。

③
【
ま
ち
協
の
活
動
に
つ
い
て
】　

ま
ち
協
で
は
そ
れ
ぞ
れ
の
団
体
が
そ

の
団
体
の
特
性
を
活
か
し
、
連
携
し

た
パ
ト
ロ
ー
ル
活
動
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
高
取
地
区
は
重
点
犯
罪
が
一

番
減
少
し
て
い
ま
す
。
パ
ト
ロ
ー
ル

に
よ
る
成
果
だ
と
思
い
ま
す
。

　
そ
の
他
、
ま
ち
協
防
災
訓
練
、
あ

い
さ
つ
声
か
け
事
業
、
ま
ち
な
か
美

化
グ
ル
ー
プ
の
活
動
と
し
て
、
不
法

投
棄
禁
止
の
３
種
類
の
看
板
設
置
を

行
い
ま
し
た
。
こ
う
い
っ
た
活
動
は

各
団
体
が
連
携
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。

　
高
取
ま
ち
協
は
活
動
を
始
め
て
ま

だ
１
年
少
々
で
す
が
、
さ
ま
ざ
ま
な

活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
各
団
体

の
連
携
、
そ
し
て
地
域
の
み
な
さ
ん

の
参
加
が
な
く
て
は
活
動
が
成
り
立

ち
ま
せ
ん
。
高
取
ま
ち
協
の
目
標
で

あ
り
ま
す
「
心
ふ
れ
あ
う
安
全
・
安

心
な
ま
ち
づ
く
り
」
の
実
現
に
向
け

て
、
行
政
も
特
派
員
を
含
め
て
支
援

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
ご

協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

各
ま
ち
協
か
ら
提
出
さ
れ
た

地
域
計
画
の
中
に
目
標
値
が

設
定
さ
れ
て
い
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
。

２
０
１
０
年
に
そ
の
目
標
が
達
成
で

き
た
か
否
か
確
認
が
で
き
な
い
。
目

標
値
を
入
れ
て
い
た
だ
き
た
い
。

今
回
は
じ
め
て
の
試
み
で
、

各
ま
ち
協
ご
と
に
ば
ら
つ
き

感
が
あ
り
ま
す
が
、
次
回
作
成
時
に

は
、
ご
要
望
を
各
ま
ち
協
が
採
用
し

て
い
く
と
思
い
ま
す
。
行
政
も
支
援

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

「
ま
ち
協
に
予
算
と
権
限
を

移
譲
す
る
。」
と
説
明
が
あ

り
ま
し
た
が
、
予
算
は
ど
れ
く
ら
い

の
金
額
で
、
権
限
は
ど
の
よ
う
な
権

限
な
の
か
説
明
い
た
だ
き
た
い
。

財
源
は
交
付
金
で
、
配
分
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
こ
の

高
取
ま
ち
協
に
は
530
万
円
程
度
の
予

算
が
配
分
さ
れ
て
い
ま
す
。
権
限
と

は
、
交
付
金
の
使
途
を
決
め
執
行
で

き
る
権
限
で
す
。

新
規
で
事
業
を
行
う
と
き
な

ど
、
資
金
が
必
要
と
な
り
ま

す
。
資
金
は
ど
の
よ
う
に
調
達
す
る

の
か
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
で
も
受
託
さ
れ
事
業

を
行
い
、
資
金
と
な
る
料
金
を
も
ら

っ
て
い
る
。

あ
る
ま
ち
協
で
は
「
自
分
た

ち
の
公
園
は
自
分
た
ち
で
き

れ
い
に
し
よ
う
。」
と
い
う
考
え
か

ら
公
園
の
剪
定
・
管
理
の
受
託
事
業

を
行
っ
て
い
ま
す
。
受
け
取
っ
た
交

付
金
は
、
全
て
人
に
分
配
す
る
の
で

は
な
く
、
わ
ず
か
の
金
額
を
配
分
し
、

残
っ
た
お
金
を
地
域
の
子
ど
も
育
成

や
高
齢
者
の
健
康
増
進
の
た
め
な
ど

に
使
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
報
告
は
、
紙
面
の
都
合
上
、

説
明
や
質
問
を
要
約
し
て
掲
載
し
て

い
ま
す
。
詳
し
く
知
り
た
い
方
は
、

危
機
管
理
グ
ル
ー
プ
窓
口
、
ま
た
は

高
浜
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
報
告

書
を
閲
覧
く
だ
さ
い
。

Q1

Q1

Q2

Q2意見

要望

A1

A1A2

A

A2

市民と行政のまちづくり懇談会結果を報告します
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◆
硬
式
庭
球

ミ
ッ
ク
ス
の
部

優
勝　
平
松
優
斗

　
　
　
平
松
時
子

二
位　
岡
本
英
毅

　
　
　
辻
村
俊
枝

三
位　
吉
田
弘
樹

　
　
　
伴　
里
美

　
〃　
佐
山
一
正

　
　
　
湯
口
か
よ
子

一
般
男
子
の
部
（
シ
ン
グ
ル
ス
）

優
勝　
金
森
賢
樹

二
位　
前
田
卓
志

三
位　
片
岡
泰
三

　
〃　
佐
山
一
正

一
般
男
子
の
部
（
ダ
ブ
ル
ス
）

優
勝　
佐
山
一
正

　
　
　
加
藤
直
潔

二
位　
高
瀬
雅
俊　

　
　
　
平
畑
慎
吾

三
位　
田
中
政
昭

　
　
　
金
森
賢
樹

　
〃　
松
尾　
昇　

　
　
　
中
野
彰
人

一
般
女
子
の
部
（
シ
ン
グ
ル
ス
）

優
勝　
南
立
佳
保
里

二
位　
山
田
珠
生

一
般
女
子
の
部
（
ダ
ブ
ル
ス
）

優
勝　
平
松
時
子

　
　
　
高
橋
真
由
美

二
位　
河
合
幸
子

　
　
　
鈴
木
紋
子

三
位　
久
保
田
志
保

　
　
　
平
野
聖
子

　
〃　
金
森
裕
美

　
　
　
佐
山
美
子

◆
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

中
学
生
女
子
の
部

優
勝　
南
中
学
校

二
位　
高
浜
中
学
校

一
般
男
子
の
部

優
勝　
Ｔ
Ｋ
ア
ス
カ

二
位　
親
睦
ク
ラ
ブ

三
位　
Ｎ
Ｔ
ク
ラ
ブ

　
〃　
カ
リ
ツ
ー

一
般
女
子
の
部

優
勝　
高
浜
レ
デ
ィ
ー
ス
（
Ｂ
）

二
位　
Ｒ
（
ア
ー
ル
）

三
位　
高
浜
レ
デ
ィ
ー
ス
（
Ａ
）

◆
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

中
学
生
男
子
の
部

優
勝　
高
浜
中
学
校
Ｂ

二
位　
高
浜
中
学
校
Ａ

中
学
生
女
子
の
部

優
勝　
高
浜
中
学
校
３
年

二
位　
南
中
学
校
３
年

三
位　
高
浜
中
学
校
２
年

一
般
男
子
の
部

優
勝　
ア
ク
タ
ー
ズ

二
位　
チ
ー
ム
木
村

三
位　
ク
レ
イ
ジ
ー
ば
な
な

一
般
女
子
の
部

優
勝　
エ
ー
エ
ス
Ａ

二
位　
高
取

三
位　
高
浜

　
〃　
エ
ー
エ
ス
Ｂ

◆
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

一
般
男
子
の
部
（
シ
ン
グ
ル
ス
Ａ
）

優
勝　
長
尾
亮
佑

二
位　
市
野
和
幸

三
位　
岩
野　
晃

　
〃　
坂
口
公
二
郎

一
般
男
子
の
部
（
シ
ン
グ
ル
ス
Ｂ
）

優
勝　
神
谷
智
宏

二
位　
野
口　
翔

三
位　
加
美
謙
一
郎

　
〃　
杉
浦
翔
太

一
般
男
子
の
部
（
ダ
ブ
ル
ス
Ａ
）

優
勝　
中
島
信
頼

　
　
　
山
田
直
人

二
位　
方
波
見
武
史

　
　
　
竹
内
裕
也

三
位　
石
川
拓
磨

　
　
　
岩
野　
晃　

　
〃　
中
村
拓
矢

　
　
　
前
田
貴
徳

一
般
男
子
の
部
（
ダ
ブ
ル
ス
Ｂ
）

優
勝　
迫　
隆
雪

　
　
　
岩
山
克
視

二
位　
盛
田
正
明

　
　
　
杉
浦　
学

三
位　
澤
田
勝
利

　
　
　
前
田
英
行　

　
〃　
磯
部
秀
男

　
　
　
鈴
木
貴
澄　

一
般
女
子
の
部
（
シ
ン
グ
ル
ス
）

優
勝　
波
平
藍
子

二
位　
石
原
み
ら
い

三
位　
杉
浦
友
香

　
〃　
神
谷
恵
子

一
般
女
子
の
部
（
ダ
ブ
ル
ス
Ａ
）

優
勝　
平
岡
い
づ
み

　
　
　
杉
浦
友
香

二
位　
波
平
藍
子

　
　
　
野
口
ケ
イ
ナ

三
位　
杉
浦
雅
子

　
　
　
西
銘
恵
美
子

　
〃　
平
生
敦
子

　
　
　
伊
美
美
佐
子

一
般
女
子
の
部
（
ダ
ブ
ル
ス
Ｂ
）

優
勝　
磯
貝
か
ち
子

　
　
　
濱
口
智
恵
美

二
位　
野
々
山
紀
子

　
　
　
中
村
す
み
れ

三
位　
貞
本
三
香

　
　
　
宮
原
早
苗

　
〃　
神
谷
景
子

　
　
　
森
本
泰
代

小
学
生
３
・
４
年
女
子
の
部

優
勝　
岸
本
ひ
な
た
（
碧
南
西
端
小
）

二
位　
鈴
木
亜
果
莉
（
吉
浜
小
）

三
位　
平
岡
月
菜
（
半
田
乙
川
）

　
〃　
山
本
真
由
子
（
吉
浜
小
）

小
学
生
５
・
６
年
女
子
の
部

優
勝　
都
築
茉
矢
（
吉
浜
小
）

二
位　
神
谷
咲
希
（
吉
浜
小
）

三
位　
天
野　
郁
（
吉
浜
小
）

　
〃　
中
野
和
泉
（
吉
浜
小
）

小
学
生
５
・
６
年
男
子
の
部

優
勝　
西
村
翼　
（
吉
浜
小
）

二
位　
濱
口
弘
規
（
吉
浜
小
）

三
位　
加
藤
芳
輝
（
吉
浜
小
）

◆
軟
式
野
球

一
般
の
部

優
勝　
サ
ザ
ン
ウ
ィ
ン
ド

二
位　
カ
ッ
ツ
エ

三
位　
こ
ざ
く
ら

　
〃　
チ
ャ
ン
プ
ス

中
学
生
の
部

優
勝　
南
中
学
校

二
位　
高
浜
中
学
校

小
学
生
の
部

優
勝　
高
浜
軍
Ａ

二
位　
高
取
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
Ａ

三
位　
ラ
ビ
ッ
ト
ボ
ー
イ
ズ
Ａ

　
〃　
吉
浜
ク
ラ
ブ
Ａ

◆
弓
道

一
般
男
子
の
部

優
勝　
内
藤
和
史

二
位　
梶
野
裕
也

三
位　
立
川
智
昭

一
般
女
子
の
部

優
勝　
神
谷
節
子

二
位　
野
々
山
民
子

三
位　
宮
崎
綾
香

◆
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

中
学
生
男
子
の
部

優
勝　
南
中
学
校

二
位　
高
浜
中
学
校

中
学
生
女
子
の
部

優
勝　
南
中
学
校

二
位　
高
浜
中
学
校

　今季の市民体育大会も多くの皆さんの協力、参加のも
と、16種目の競技が盛大に行われました。
　熱戦が繰り広げられ、数々の名場面が刻まれた大会の
結果をお知らせします。
問合せ先　たかはまスポーツクラブ　☎050−5204−9977

第39回
市民体育大会 熱戦の記録

軟式野球一般の部優勝チーム　「サザンウィンド」
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第39回	市民体育大会　熱戦の記録

一
般
男
子
の
部

優
勝　
ナ
イ
ー
ブ

二
位　
タ
ケ
デ
ン

三
位　
ゴ
ー
ル
デ
ン
ボ
ー
ル
ズ

　
〃　
ジ
ャ
ッ
カ
ス

一
般
女
子
の
部

優
勝　
ナ
イ
ー
ブ

二
位　
セ
ル
フ
ィ
ッ
シ
ュ

三
位　
ポ
ッ
ト

◆
剣
道

中
学
生
男
子
の
部
（
団
体
）

優
勝　
高
浜
中
学
校

二
位　
南
中
学
校

中
学
生
男
子
の
部
（
個
人
）

優
勝　
中
上
征
哉
（
高
浜
中
）

二
位　
村
井
辰
徳
（
高
浜
中
）

三
位　
川
原
大
貴
（
南　
中
）

　
〃　
石
川
修
平
（
高
浜
中
）

中
学
生
女
子
の
部
（
団
体
）

優
勝　
高
浜
中
学
校

二
位　
南
中
学
校

中
学
生
女
子
の
部
（
個
人
）

優
勝　
大
橋
愛
弓
（
高
浜
中
）

二
位　
兵
藤
み
の
り
（
高
浜
中
）

三
位　
浅
岡
知
愛
来
（
高
浜
中
）

　
〃　
平
田
紗
季
（
高
浜
中
）

小
学
生
高
学
年
の
部

優
勝　
木
場
裕
人
（
高
浜
小
）

二
位　
大
橋
昌
悟
（
高
浜
小
）

三
位　
鈴
木
郁
海
（
高
浜
小
）

　
〃　
増
田　
絢
（
吉
浜
小
）

小
学
生
中
学
年
の
部

優
勝　
浅
岡
俊
介
（
西
尾
中
畑
小
）

二
位　
鯉
江
駿
吾
（
吉
浜
小
）

三
位　
千
葉
光
李
（
吉
浜
小
）

　
〃　
兵
藤
斉
之
介
（
港　
小
）

小
学
生
低
学
年
の
部

優
勝　
森
下
寛
人
（
高
浜
小
）

二
位　
野
口　
峻
（
港　
小
）

三
位　
勝
本
真
仁
（
港　
小
）

　
〃　
野
口　
渉
（
港　
小
）

一
般
男
子
の
部

優
勝　
西　
将
矢

二
位　
石
川　
匠

三
位　
河
合
祐
輔

　
〃　
伴
野
弘
光

一
般
女
子
の
部

優
勝　
中
上
礼
奈

二
位　
森
下
美
鈴

三
位　
竹
内
彩
子

◆
イ
ン
デ
ィ
ア
カ

一
般
の
部

優
勝　
吉
浜　
土

二
位　
吉
浜　
金

三
位　
高
浜　
Ａ

◆
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

一
般
男
子
の
部

優
勝　
竹
内　
仁

二
位　
山
田
昭
雄

三
位　
鈴
木
守
治

　
〃　
杉
浦
一
三

一
般
女
子
の
部

優
勝　
田
中
美
須
枝

二
位　
前
田
和
子

三
位　
杉
浦
ス
エ
子

　
〃　
杉
浦
近
枝

◆
サ
ッ
カ
ー

一
般
の
部

優
勝　
申

二
位　
Ｎ
Ｔ
ヘ
タ
ッ
ピ
ー
ズ

三
位　
Ｔ
Ⅰ
Ｆ

中
学
生
の
部

優
勝　
高
浜
中
学
校

二
位　
南
中
学
校

小
学
生
の
部

優
勝　
高
浜
Ｆ
Ｃ　
Ａ

二
位　

A
O
M
I

レ
デ
ィ
ー
ス
Ｆ
Ｃ

三
位　
高
浜
Ｆ
Ｃ　
Ｂ

◆
フ
ッ
ト
サ
ル

一
般
の
部

優
勝　
ア
ル
ケ
ミ
ー

二
位　
チ
ー
ムYoshi.P

三
位　
ト
ル
ベ
ジ
ー
ノ

◆
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル

中
学
生
女
子
の
部

優
勝　
高
浜
中
学
校
Ｏ
Ｇ

二
位　
高
浜
中
学
校
３
年

三
位　
高
浜
中
学
校
１
年

◆
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

中
学
生
男
子
の
部

優
勝　
斉
藤　
健
（
高
浜
中
）

　
　
　
舟
波
康
大
（
高
浜
中
）

二
位　
岩
月　
陸
（
南　
中
）

　
　
　
伊
藤
光
毅
（
南　
中
）

三
位　
石
川　
巽
（
高
浜
中
）

　
　
　
田
中
佳
樹
（
高
浜
中
）

　
〃　
曽
我
奎
人
（
高
浜
中
）

　
　
　
柴
田
和
彦
（
高
浜
中
）

中
学
生
女
子
の
部

優
勝　
加
藤
美
早
紀
（
高
浜
中
）　

　
　
　
都
築
莉
央
（
高
浜
中
）　

二
位　
西
銘
な
つ
み
（
南　
中
）

　
　
　
菊
田
望
美
（
南　
中
）　

三
位　
倉
地
南
実
（
高
浜
中
）

　
　
　
関
野
愛
梨
（
高
浜
中
）

　
〃　
加
藤
世
梨
（
南　
中
）

　
　
　
山
田
美
冬
（
南　
中
）

◆
柔
道

中
学
生
男
子
の
部
（
団
体
）

優
勝　
高
浜
中
学
校

二
位　
南
中
学
校

中
学
生
男
子
の
部
（
個
人
）

１
年
の
部

優
勝　
春
日
悠
希
（
南　
中
）

二
位　
岩
切
紘
大
（
南　
中
）

三
位　
川
角
一
樹
（
高
浜
中
）

　
〃　
木
村
光
翔
（
高
浜
中
）

２
・
３
年
の
部

優
勝　
神
谷
駿
輔
（
高
浜
中
）

二
位　
鈴
木
大
二
朗
（
高
浜
中
）

三
位　
神
谷　
遥
（
南　
中
）

　
〃　
大
西
大
介
（
南　
中
）

中
学
生
女
子
の
部
（
団
体
）

優
勝　
南
中
学
校

二
位　
高
浜
中
学
校

中
学
生
女
子
の
部
（
個
人
）

優
勝　
五
藤　
茜
（
南　
中
）　

二
位　
内
藤
風
香
（
南　
中
）

三
位　
谷
内
秋
香
（
南　
中
）　
　

　
　◆

卓
球

一
般
男
子
の
部

優
勝　
篠
田
太
郎

二
位　
竹
内
健
幸

三
位　
神
谷
直
樹

　
〃　
松
崎
竜
我

一
般
女
子
の
部

優
勝　
渡
辺
佳
恵

二
位　
福
島
由
希
乃

三
位　
杉
浦
り
つ
よ

　
〃　
高
山
智
子

ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
男
子
の
部

優
勝　
牧
野　
弘

二
位　
近
藤
邦
彦

三
位　
杉
浦
日
出
蔵

　
〃　
岩
月　
勇

ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
女
子
の
部

優
勝　
浅
岡
厚
子

二
位　
神
谷
ヨ
ネ
子

三
位　
天
野
ふ
み
子

　
〃　
永
柳
鈴
江

中
学
生
男
子
の
部
（
団
体
）

優
勝　
高
浜
中
学
校

二
位　
南
中
学
校

中
学
生
女
子
の
部
（
団
体
）

優
勝　
高
浜
中
学
校

二
位　
南
中
学
校

中
学
生
男
子
の
部
（
個
人
）

優
勝　
森
岡
郁
也
（
南　
中
）

二
位　
野
々
山
諒
（
高
浜
中
）

三
位　
渡
会
雄
大
（
南　
中
）

　
〃　
深
谷
隼
平
（
南　
中
）

中
学
生
女
子
個
人
の
部

優
勝　
葛
島
由
貴
（
高
浜
中
）

二
位　
安
井
聡
美
（
南　
中
）

三
位　
大
岩
咲
南
（
高
浜
中
）

　
〃　
島
崎
紗
依
（
高
浜
中
）

小
学
生
男
子
の
部

優
勝　
松
崎
竜
我
（
吉
浜
小
）

二
位　
鈴
木
雄
登
（
高
取
小
）

三
位　
小
笠
原
浩
輝
（
吉
浜
小
）

　
〃　

島
良
介
（
吉
浜
小
）

小
学
生
女
子
の
部

優
勝　
成
尾　
瞳
（
高
浜
メ
イ
ク
）

二
位　
神
谷
瑠
衣
（
高
取
小
）

三
位　
大
岩
咲
帆
（
吉
浜
小
）

　
〃　
近
藤　
霞
（
高
浜
メ
イ
ク
）

11 広報たかはま　H22.2.1





情報ファイル

介
護
教
室

「
高
齢
者
の
救
急
法
」

　
高
齢
者
に
多
い
事
故
、
ケ
ガ
、
病

気
へ
の
対
応
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

　
重
篤
な
病
気
の
サ
イ
ン
、
ど
ん
な

時
に
救
急
車
を
呼
ん
だ
ら
い
い
の
か
、

待
っ
て
い
る
間
に
で
き
る
こ
と
な
ど

を
お
話
し
し
ま
す
。
災
害
へ
の
備
え

に
も
な
り
ま
す
。

と 

き　
２
月
23
日
㈫　
午
後
１
時
30

分
～
３
時

と
こ
ろ　
い
き
い
き
広
場
ホ
ー
ル

申 

込
方
法　
２
月
19
日
㈮
ま
で
に
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
電
話
で

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
☎
52
―
９
６
１
０

学
校
体
育
施
設

ス
ポ
ー
ツ
開
放

利
用
団
体
の
登
録
受
付

　
学
校
体
育
施
設
ス
ポ
ー
ツ
開
放
の

利
用
団
体
の
登
録
を
受
け
付
け
ま
す
。

開 

放
施
設　
市
内
各
小
・
中
学
校
の

体
育
館
と
運
動
場

開 

放
種
目　
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
卓
球
、

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ

ー
ル
、
軟
式
野
球
、
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
、
少
年
野
球
、
少
年
サ
ッ
カ
ー
、

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど

利 

用
で
き
る
範
囲　
ス
ポ
ー
ツ
の
練

習
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
講
習

な
ど
。
ス
ポ
ー
ツ
以
外
の
文
化
活

動
な
ど
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

※	

登
録
さ
れ
て
い
な
い
団
体
に
は
開

放
で
き
ま
せ
ん
。

登 

録
資
格　
市
内
在
住
・
在
勤
者
で

構
成
す
る
10
人
以
上
の
ス
ポ
ー
ツ

活
動
団
体
（
責
任
者
は
成
人
）。

登 

録
方
法　
体
育
セ
ン
タ
ー
ま
た
は

文
化
ス
ポ
ー
ツ
グ
ル
ー
プ
で
配
布

す
る
所
定
の
登
録
用
紙
に
記
入
の

う
え
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

登
録
期
限　
２
月
26
日
㈮

問
合
せ
先

・
体
育
セ
ン
タ
ー

　
☎
050
―
５
２
０
４
―
９
９
７
７

　
☎
52
―
３
４
１
５

・
市
文
化
ス
ポ
ー
ツ
グ
ル
ー
プ

　
☎
52
―
１
１
１
１
（
内
線
330
）

平
成
22
年
度

県
立
刈
谷
東
高
等
学
校

通
信
制
課
程
生
徒
募
集

　
新
入
学
、
転
編
入
学
、
特
科
（
聴	

講
生
）
の
募
集
を
し
ま
す
。

募
集
人
員　
普
通
科
約
280
人

応
募
資
格

・	

中
学
校
を
卒
業
し
た
方
、
今
春
中

学
校
を
卒
業
見
込
み
の
方
ま
た
は

中
学
校
卒
業
と
同
等
以
上
の
学
力

が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
方
な
ど

・	

転
編
入
学
は
、
高
等
学
校
で
一
部

単
位
を
修
得
し
た
人

出
願
期
間

・	

新
入
学
前
期
選
抜　
２
月
26
日
㈮

～
３
月
１
日
㈪

・	

新
入
学
後
期
選
抜　
３
月
30
日
㈫

～
４
月
２
日
㈮
（
前
期
は
土
・
日

曜
日
を
含
む
）

・	

転
編
入
学　
３
月
11
日
㈭
～
15
日

㈪
ま
で
（
日
曜
日
は
除
く
）

・
特
科　
３
月
17
日
㈬
～
21
日
㈰

　

	

（
土
曜
日
は
除
く
、
日
曜
日
は
午

後
の
み
可
）

選
抜
日

・	

新
入
学
前
期
選
抜　
３
月
７
日
㈰

　
　
　
　
後
期
選
抜　
４
月
４
日
㈰

・
転
編
入
学　
３
月
22
日
㈪

選
抜
方
法

・	

新
入
学
は
書
類
審
査
、
作
文
お
よ

び
面
接

・	

転
編
入
学
は
書
類
審
査
、
学
力
検

査
（
国
・
数
・
英
）
お
よ
び
面
接

善
意
を
あ
り
が
と
う

　
　
ご
ざ
い
ま
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　（
敬
称
略
）

市
へ

　
加
藤
修

　
平
成
22
年
度
高
取
酉
戌
会

募
集

・
特
科
は
書
類
審
査

願
書
交
付

・
新
入
学　
２
月
１
日
㈪
～

・	

転
編
入
学
・
特
科　
２
月
24
日
㈬

～
出
願
場
所
・
問
合
せ
先

　
県
立
刈
谷
東
高
等
学
校

　
☎
21
―
３
３
４
９

広報たかはま　H22.2.1 12



情報ファイル

臨
時
職
員
募
集

　
保
健
事
業
に
従
事
す
る
臨
時
職
員

を
募
集
し
ま
す
。

受
付
・
問
合
せ
先

　

		

い
き
い
き
広
場
内
保
健
福
祉
グ
ル

ー
プ

　
☎
52
―
９
８
７
１

お
琴
の
調
べ
を

聴
き
に
来
ま
せ
ん
か

　
十
人
前
後
で
の
琴
の
合
奏
が
行
わ

れ
ま
す
。
皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
お
越
し
く

だ
さ
い
。

と
き　
２
月
21
日
㈰　
午
後
２
時
～

と
こ
ろ　
ケ
ア
ハ
ウ
ス
高
浜
安
立

内 

容　
生
田
流
日
本
当
道
会
の
皆
さ

ん
に
よ
る
「
六
段
の
調
」「
み
ず

う
み
の
詩
」「
花
か
げ
変
奏
曲
」

ほ
か

問
合
せ
先

　
ケ
ア
ハ
ウ
ス
高
浜
安
立

　
☎
52
―
７
３
１
１

認
知
症
講
演
会

　
認
知
症
の
方
を
長
年
診
察
し
て
い

る
医
師
が
、
認
知
症
の
病
態
と
介
護

を
分
か
り
や
す
く
説
明
し
ま
す
。

と 
き　
３
月
7
日
㈰　
午
前
10
時
～

正
午

と
こ
ろ　
い
き
い
き
広
場
ホ
ー
ル

参
加
費　
無
料
（
先
着
150
人
）

申
込
・
問
合
せ
先

　
こ
も
れ
び
の
里
・
高
浜

　
☎
53
―
７
７
７
７

２
月
の
休
館
日

　
２
日
㈫
、
９
日
㈫
、
16
日
㈫
、
23

日
㈫

紙
芝
居
の
日

と 

き　
２
月
６
日
㈯
、
20
日
㈯　
午

後
２
時
30
分
～
３
時

と 

こ
ろ　
図
書
館
子
ど
も
読
書
支
援

室
「
え
ほ
ん
の
森
」

読
み
手　
土
よ
う
お
は
な
し
会

お
は
な
し
会

と 

き　
２
月
13
日
㈯　
午
後
２
時
30

分
～
３
時

と 

こ
ろ　
図
書
館
子
ど
も
読
書
支
援

室
「
え
ほ
ん
の
森
」

読
み
手　
ト
キ
の
会

い
っ
し
ょ
に
あ
そ
ぼ
う

と 

き　
２
月
27
日
㈯　
午
後
２
時
30

分
～
３
時
30
分

と 

こ
ろ　
図
書
館
子
ど
も
読
書
支
援

室
「
え
ほ
ん
の
森
」

内
容　
い
ろ
ん
な
紙
で
遊
ぼ
う

対 
象　

幼
児
（
保
護
者
同
伴
）、
小

学
生

定
員　
20
人

参
加
費　
無
料

担
当　
お
は
な
し
ブ
ラ
ン
コ

ベ
ビ
ー
ブ
ッ
ク
の

ひ
と
と
き

と 

き　
２
月
４
日
㈭　
午
後
１
時
～

２
時

と
こ
ろ　
吉
浜
公
民
館
１
階
和
室

内 

容　
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
、
赤
ち

ゃ
ん
絵
本
の
紹
介
、
工
作
、
読
書

相
談

対
象　
０
～
２
歳
児
と
保
護
者

読
み
手　
マ
ザ
リ
ー
ズ

え
ほ
ん
の
森

　
読
書
相
談
や
お
は
な
し
会
を
開
催

し
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

・	

月
曜
日　
午
後
１
時
～
４
時
（
児

童
向
け
お
は
な
し
会
）

・	

水
曜
日　
午
前
９
時
30
分
～
午
後

0
時
30
分
（
乳
児
向
け
お
は
な
し

会
）

・	

金
曜
日　
午
前
９
時
30
分
～
午
後

0
時
30
分
（
乳
児
向
け
お
は
な
し

会
）

・	

土
曜
日　
午
前
９
時
30
分
～
午
後

0
時
30
分
（
児
童
向
け
お
は
な
し

会
）

対
象　
「
え
ほ
ん
の
森
」
利
用
者

読
み
手　
読
書
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

赤
ち
ゃ
ん
お
は
な
し
会

「
あ
ん
よ
☆
あ
ん
よ
」

と 

き　
２
月
１
日
、
８
日
、
15
日
、

22
日
（
毎
週
月
曜
日
）
午
前
10
時

30
分
～
11
時

と
こ
ろ　
高
取
公
民
館
１
階
図
書
室

内 

容　
絵
本
や
紙
芝
居
の
読
み
聞
か

せ
、
絵
本
の
紹
介
、
読
書
指
導

対
象　
０
歳
～
３
歳
児
と
保
護
者

読
み
手　
図
書
館
ス
タ
ッ
フ

み
ん
な
の
お
は
な
し
会

「
よ
む
♪
よ
む
」

と 

き　
２
月
７
日
、
14
日
、
21
日
、

28
日
（
毎
週
日
曜
日
）

　
午
後
２
時
～
２
時
30
分

と
こ
ろ　
高
取
公
民
館
１
階
図
書
室

内 

容　
絵
本
や
紙
芝
居
の
読
み
聞
か

せ
、
絵
本
の
紹
介
、
読
書
相
談

（
読
み
聞
か
せ
用
の
本
選
び
や
、

取
り
寄
せ
の
お
手
伝
い
を
し
ま

す
）

対
象　
幼
児
～
小
学
生
、
一
般

読
み
手　
図
書
館
ス
タ
ッ
フ

吉
浜
図
書
室

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

　
今
年
度
、
吉
浜
図
書
室
は
改
装
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

　
作
業
期
間
中
は
ご
迷
惑
を
お
か
け

し
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

　
　
＊　
　
　
＊　
　
　
＊　
　
　

問
合
せ
先

　
図
書
館

　
☎
52
―
０
２
４
０

図
書
館

職　　種 人数 受付期限

フルタイム 保健師（要資格） ２人

2月12日㈮
パート

保健師（要資格） 数名

看護師（要資格） 数名
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救
命
講
習
会

東
海

ス
プ
リ
ン
グ
フ
ェ
ス
タ

　
東
海
児
童
セ
ン
タ
ー
の
お
ま
つ
り

だ
よ
。
み
ん
な
お
い
で
。

と 
き　
２
月
27
日
㈯　
午
前
10
時
～

正
午

と
こ
ろ　
東
海
児
童
セ
ン
タ
ー

対 

象
・
定
員　
６
歳
ま
で
の
乳
幼
児

（
保
護
者
同
伴
）・
小
学
生	

80
人

材
料
費　
100
円

内 

容　
お
茶
会
・
お
菓
子
す
く
い
・

輪
な
げ
・
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム

持
ち
物　
水
筒
・
手
さ
げ
袋

申 

込
期
間
・
方
法　
２
月
６
日
㈯
～

17
日
㈬
に
、
材
料
費
を
添
え
て
東

海
児
童
セ
ン
タ
ー
へ
直
接
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

※	

申
込
受
付
は
、
午
前
８
時
30
分
か

ら
で
す
。

※	

定
員
に
な
り
し
だ
い
締
め
切
り
ま

す
。

問
合
せ
先

　
東
海
児
童
セ
ン
タ
ー

　
☎
52
―
５
１
２
６

オ
リ
ジ
ナ
ル

に
こ
に
こ
ラ
ウ
ン
ジ

参
加
者
募
集

◆
「
Ｍ
Ｙ
箸
」
を
作
り
ま
し
ょ
う
！

　
～
割
箸
を
や
め
て
エ
コ
ラ
イ
フ
～

　
お
弁
当
や
普
段
の
食
事
の
時
に
マ

イ
箸
を
使
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
竹
を
削
っ
て
箸
を
作
り
ま
す
。
外

食
の
時
に
も
マ
イ
箸
で
エ
コ
ラ
イ
フ

を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。
箸
を
入
れ
る

袋
も
セ
ッ
ト
で
す
。
何
種
類
か
の
中

か
ら
好
き
な
色
柄
を
選
べ
ま
す
。

と 

き　
２
月
25
日
㈭　
午
前
10
時
～

正
午

と 

こ
ろ　
日
本
福
祉
大
学
高
浜
専
門

学
校

定
員　
５
人

参
加
費　
350
円

持 

ち
物　
針
・
糸
（
箸
袋
は
完
成
一

歩
手
前
に
な
っ
て
い
ま
す
。
仕
上

げ
に
２
～
３
セ
ン
チ
程
縫
い
ま

す
）

企
画　
伊
藤
幸
子
氏

申 

込
期
間　
２
月
３
日
㈬
～
23
日
㈫

　

	

午
前
９
時
～
午
後
８
時
45
分

（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）

託 

児　
参
加
申
込
と
あ
わ
せ
て
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申 

込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

※	

申
込
初
日
の
み
、
１
回
の
電
話
で

２
人
ま
で
受
け
付
け
ま
す
。

※	

定
員
に
な
り
し
だ
い
締
め
切
り
ま

す
。

※	

申
込
期
間
内
に
参
加
費
を
い
き
い
き

広
場
受
付
カ
ウ
ン
タ
ー
へ
納
め
て
く

だ
さ
い
。
入
金
後
に
キ
ャ
ン
セ
ル
さ

れ
て
も
返
金
は
で
き
ま
せ
ん
。

※	

キ
ャ
ン
セ
ル
の
場
合
は
、
必
ず
連

絡
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
合
せ
先

　
い
き
い
き
広
場

　
☎
090
―
６
５
９
２
―
１
５
７
３

■
■
■
■	

安
城
市	

■
■
■
■

八
代
亜
紀
コ
ン
サ
ー
ト

と
き　
４
月
11
日
㈰

・
１
回
目
：
午
後
２
時
開
演

・
２
回
目
：
午
後
６
時
開
演

と
こ
ろ　
安
城
市
民
会
館

入 

場
料　
Ｓ
席
５
，
０
０
０
円
、
Ａ

席
４
，
０
０
０
円
（
全
席
指
定
）

前 

売
開
始　
２
月
７
日
㈰　
午
前
９

時
～

問
合
せ
先

　
安
城
市
民
会
館

　
☎
75
―
１
１
５
１

西
三
河
８
市

イ
ベ
ン
ト
だ
よ
り

児
童

セ
ン
タ
ー

ふ
ら
っ
と

カ
レ
ッ
ジ

消
防

会場 安城消防署 高浜消防署 知立消防署
講習会名 小児・乳児応急手当講習会 普通救命講習会Ⅰ 上級救命講習会
開催日 2月20日㈯ 2月21日㈰ 2月27日㈯・28日㈰
開催時間 午前9時〜11時 午前9時〜正午 27日	午前9時〜午後3時　28日	午前9時〜正午
定　員 先着20人 先着20人 先着20人
申込先
・
詳細

無料
2月5日㈮午前9時から募集開始
☎75-2494　救急係へ

無料
2月5日㈮午前9時から募集開始
☎52-1190　救急係へ

無料
2月5日㈮午前9時から募集開始
☎81-4144　救急係へ

対象者 碧海5市在住・在勤の方　※いずれの会場でも受講できます。

工業統計調査に
ご協力をありがとう
ございました
　平成21年12月31日現
在で工業統計調査を実施し
ましたところ、市内の各製
造事業所の方々には、大変、
お忙しいところご協力をい
ただき誠にありがとうござ
いました。
　なお、調査結果について
は、工業統計速報として
10月下旬頃に経済産業省
のホームページに公表され
ますので、ご覧ください。
問合せ先
　市情報管理グループ
　☎52−1111（内線329）
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国
民
年
金
基
金
に

加
入
し
ま
せ
ん
か

　
国
民
年
金
基
金
は
、
自
営
業
な
ど

の
方
々
が
老
齢
基
礎
年
金
（
国
民
年

金
満
額
で
年
額
79
万
２
，１
０
０
円
）

に
上
積
み
す
る
か
た
ち
で
、
よ
り
豊

か
な
老
後
を
保
障
す
る
公
的
な
年
金

制
度
で
す
。

　
加
入
で
き
る
方
は
、
国
民
年
金
に

加
入
し
、
保
険
料
を
納
め
て
い
る
第

１
号
被
保
険
者
の
方
で
す
。

　
少
な
い
掛
金
で
も
始
め
ら
れ
、
掛

金
は
途
中
で
増
減
で
き
ま
す
。
詳
し

く
は
、
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

　
愛
知
県
国
民
年
金
基
金

　
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

　
☎
０
１
２
０
―
４
３
６
３
７
３

一
般
不
妊
治
療
費

助
成
申
請

　
一
般
不
妊
治
療
を
受
け
た
方
で
、

次
の
要
件
に
該
当
す
る
方
は
治
療
費

の
助
成
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

そ
の
他

母子家庭高等技能訓練促進費等支給事業
　母子家庭のお母さんが、看護師や介護福祉士などの就職に有利な資格を取得する
ため、各種学校などの養成機関で２年以上のカリキュラムを修業する場合、修学期
間中の生活の安定を図るため、「訓練促進費」などを支給します。
　現在、修業を検討している方、４月からの修業が決まっている方は、問い合わせ
てください。
問合せ先　いきいき広場内地域福祉グループ　☎52−9871

区　分 母子家庭高等技能訓練促進費 入学支援修了一時金

対象者

・	児童扶養手当受給者（または同様
の所得水準にある方）

・	養成機関（通信教育を含む。）におい
て２年以上のカリキュラムを修業し、
資格取得が見込まれること

・	児童扶養手当受給者（または同様
の所得水準にある方）

・	修業開始日および修了日において
要件を満たしていること

対象となる資格 看護師、准看護師、介護福祉士、保育士、理学療法士、作業療法士など

支給金額

支給期間 修業する期間の全期間（申請月分
から支給）

修了日を経過した日以降に申請・
支給

　
平
成
21
年
３
月
１
日
か
ら
平
成
22

年
２
月
28
日
ま
で
に
受
け
た
一
般
不

妊
治
療
に
か
か
る
費
用
に
つ
い
て
は
、

３
月
12
日
㈮
ま
で
に
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。

対 

象　
市
内
に
住
所
が
あ
り
、
産
婦

人
科
・
泌
尿
器
科
な
ど
で
不
妊
症

と
診
断
さ
れ
、
一
般
不
妊
治
療
を

受
け
て
い
る
戸
籍
上
の
夫
婦
で
、

夫
お
よ
び
妻
の
前
年
の
所
得
の
合

計
額
が
730
万
円
未
満
の
方

助 

成
内
容　
一
般
不
妊
治
療
に
要
し

た
自
己
負
担
額
の
２
分
の
１
以
内

の
額
を
、
１
年
度
当
た
り
５
万
円

を
上
限
と
し
て
助
成
し
ま
す
。
助

成
期
間
は
２
年
を
限
度
と
し
ま
す
。

申 

請
方
法　
ご
夫
婦
の
健
康
保
険
証
、

印
鑑
、
振
込
先
が
わ
か
る
も
の
を

お
持
ち
の
う
え
、
保
健
福
祉
グ
ル

ー
プ
で
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

※	

申
請
の
際
に
は
次
の
①
～
⑦
の
添

付
書
類
が
必
要
で
す
。（
⑤
⑥
⑦

に
つ
い
て
は
、
申
請
者
の
同
意
を

得
て
市
が
確
認
す
る
こ
と
が
で
き

る
場
合
、
省
略
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
）

①	

一
般
不
妊
治
療
費
助
成
金
支
給
申

請
書

②	

一
般
不
妊
治
療
費
助
成
金
の
支
給

に
関
す
る
同
意
書

③	

一
般
不
妊
治
療
費
助
成
金
支
給
受

診
等
証
明
書

④
該
当
す
る
治
療
費
の
領
収
書

⑤	

夫
お
よ
び
妻
の
所
得
額
を
証
明
す

る
書
類

⑥	

戸
籍
上
の
夫
婦
で
あ
る
こ
と
を
証

明
す
る
書
類

⑦
住
所
地
を
証
明
す
る
書
類

※	

①
②
③
は
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

内
保
健
福
祉
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま

す
。

申
込
・
問
合
せ
先

　

	

い
き
い
き
広
場
内
保
健
福
祉
グ
ル

ー
プ　

　
☎
52
―
９
８
７
１

レ
ジ
袋
無
料
配
布
の
中
止

店
舗
が
増
え
ま
し
た

◆
レ
ジ
袋
削
減
取
組
み
実
施
店
舗

（
順
不
同
）

・
青
木
堂
（
沢
渡
町
）

・
茶
喜
利
園
高
浜
本
店
（
稗
田
町
）

・
マ
ル
ス
ギ
食
料
品
店
（
田
戸
町
）

・	

Ｖ
・
ｄ
ｒ
ｕ
ｇ
高
浜
店（
稗
田
町
）

・	

Ｊ
Ａ
産
直
セ
ン
タ
ー
高
浜
（
本
郷

町
）

◆
２
月
１
日
か
ら
レ
ジ
袋
無
料
配
布

を
中
止
す
る
店
舗
（
順
不
同
）

・
ド
ミ
ー
高
浜
店
（
神
明
町
）

・
バ
ロ
ー
高
浜
店
（
稗
田
町
）

・
ヤ
マ
ナ
カ
高
浜
店
（
稗
田
町
）

・	

ア
オ
キ
ス
ー
パ
ー
高
浜
店
（
湯
山

町
）

　
レ
ジ
袋
削
減
推
進
会
議
で
は
、
平

成
21
年
８
月
１
日
か
ら
、
マ
イ
バ
ッ

グ
運
動
な
ど
を
推
進
し
て
、
レ
ジ
袋

の
無
料
配
布
を
中
止
す
る
活
動
を
行

っ
て
い
ま
す
。

　
循
環
型
社
会
の
形
成
推
進
の
た
め
、

レ
ジ
袋
の
削
減
に
積
極
的
に
取
り
組

む
小
売
店
に
よ
り
、
環
境
に
や
さ
し

い
店
づ
く
り
を
広
め
、
市
民
、
事
業

者
お
よ
び
行
政
が
協
働
し
て
、
ご
み

排
出
量
の
削
減
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

　
２
月
１
日
か
ら
、
参
加
店
舗
が
増

え
ま
し
た
の
で
、
レ
ジ
袋
の
削
減
に

積
極
的
に
取
り
組
む
、
小
売
店
舗
を
、

あ
ら
た
め
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ
先

　
市
市
民
生
活
グ
ル
ー
プ

　
☎
52
―
１
１
１
１
（
内
線
264
）

非課税世帯 課税世帯
月額141,000円 70,500円

非課税世帯 課税世帯
月額50,000円 25,000円
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市
役
所
こ
ど
も
育
成
グ
ル
ー
プ
か

ら
、
子
育
ち
・
子
育
て
支
援
に
関
す

る
情
報
を
毎
月
１
日
号
で
、
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

た
か
は
ま
子
育
ち
・

子
育
て
応
援
計
画
の

素
案
が
で
き
ま
し
た

　
次
世
代
育
成
支
援
対
策
地
域
行
動

計
画
は
、
子
ど
も
の
成
長
や
子
育
て

環
境
の
整
備
な
ど
、
次
の
世
代
を
育

成
し
、
ま
た
支
援
す
る
た
め
の
計
画

で
、
法
律
に
基
づ
き
、
平
成
17
年
か

ら
26
年
ま
で
の
期
間
の
取
り
組
み
を

計
画
し
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
た
び
、
ニ
ー
ズ
調
査
結
果
を

踏
ま
え
、
前
期
計
画
の
進
ち
ょ
く
管

理
を
し
て
き
た
「
高
浜
市
子
育
ち
・

子
育
て
支
援
推
進
協
議
会
」
の
議
論

を
経
て
、
平
成
16
年
に
策
定
し
た
前

期
計
画
を
見
直
し
、
平
成
21
年
か
ら

26
年
ま
で
の
後
期
計
画
の
「
素
案
」

が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
、
概
要
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◆
素
案
に
対
す
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ

ン
ト
の
実
施

　
今
回
の
た
か
は
ま
子
育
ち
・
子
育

て
応
援
計
画
（
後
期
計
画
）
素
案
に

対
す
る
意
見
・
要
望
を
募
集
し
ま
す
。

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
意
見
な
ど
は
、

推
進
協
議
会
に
報
告
し
、
検
討
し
た

う
え
で
、
計
画
に
盛
り
込
ん
で
い
き

ま
す
。

　
な
お
、
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
意
見

に
つ
い
て
は
、
後
日
、
意
見
の
採
否

や
そ
の
理
由
な
ど
の
概
要
を
公
表
し

ま
す
。

入
手
方
法

① 

窓
口
で
の
配
布　
市
役
所
（
こ
ど

も
育
成
グ
ル
ー
プ
）、
い
き
い
き

広
場
、
各
児
童
セ
ン
タ
ー
、
各
公

民
館
、
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
、
い

ち
ご
プ
ラ
ザ

② 
郵
送　
こ
ど
も
育
成
グ
ル
ー
プ
に

郵
送
先
を
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

③ 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　
市
公
式
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て

く
だ
さ
い
。

募
集
期
間　
２
月
１
日
㈪
～
15
日
㈪

　

	（
郵
送
の
場
合
は
当
日
消
印
ま
で

有
効
）

応 

募
方
法　
次
の
方
法
で
意
見
な
ど

を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

①	

素
案
配
布
場
所
に
設
置
し
て
あ
る

「
意
見
箱
」へ
投
函
し
て
く
だ
さ
い
。

②	

こ
ど
も
育
成
グ
ル
ー
プ
へ
郵
送
か

フ
ァ
ク
ス
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

③	

電
子
メ
ー
ル
に
て
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

※	

提
出
に
あ
た
っ
て
は
、
次
の
事
項

を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

・
氏
名　
・
住
所　
・
電
話
番
号　

・	

資
料
の
記
載
の
か
所　
・
意
見
と

そ
の
理
由

提
出
先
・
問
合
せ
先　

　
市
こ
ど
も
育
成
グ
ル
ー
プ

　
〒
444
―
１
３
９
８
（
住
所
不
要
）

　
FAX	

52
―
１
１
１
０

　
電
子
メ
ー
ル

　
	ikusei@

city.takaham
a.

lg.jp

問合せ先　市役所こども育成グループ
　　　　　☎52‐1111（内線362）
　　　　　FAX	52‐1110
E-mail　 ikusei@city.takahama.lg.jp

子育ち・子育て
支援情報

今回はH.Sさんからのエピソードです。

57

沓
名
知
春
さ
ん

「
食
べ
ご
ろ
で
す
っ
!!
」

　

家
の
庭
で
採
れ
た
ト
マ
ト
。
お
い
し

そ
う
に
熟
し
た
真
っ
赤
な
ト
マ
ト
も
、

遊
び
道
具
に
し
ち
ゃ
う
も
ん
ね
。
ほ
ら

ほ
ら
ほ
っ
ぺ
が
真
っ
赤
で
か
わ
い
い
で

し
ょ
う
。
鼻
に
も
ぴ
と
っ
！
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たかはま子育ち・子育て応援計画（後期計画）素案の概要

　本計画は、次世代育成支援対策推進法に基づき、今後
５年間（平成22年度から26年度）の高浜市における子
育ち・子育て支援策の基本的方向を示すものです。
基本理念　『家庭も会社も笑顔でいっぱい！
　　　　　みんなで子育ち、子育てをささえる高

ま

浜
ち

づくり』
　　　　　〜	「家庭での楽しい子育て」と「子育ての社

会化」を推進します。

　子育ち・子育て支援サービスの実施・利用状況や高浜
市次世代育成支援に関するニーズ調査、関係者グループ
ヒアリング、子ども市民憲章に関するアンケートなどの
結果を基に、子どもや子育て家庭の現状について整理し
ています。

１〈地域における子育ての支援〉
１－１　子どもの権利擁護の推進
　	　子どもの権利に関する理解が深まるよう、「たかはま
子ども市民憲章」「高浜市乳児保育憲章」を普及啓発す
るとともに、憲章の理念に沿った事業を推進します。

１－２　就学前教育、保育の充実
　	　待機児童や多様化する保育ニーズに対応するための
就学前の教育や保育を充実します。

１－３　児童の健全育成
　	　放課後や週末等の子どもの居場所づくりなどにより、
健全な子育ちを支援します。

１－４　地域の子育て支援ネットワークの充実
　	　子育ち・子育て支援に係る情報を一元的に集約し、地
域の交流を促進するネットワークの構築を推進します。

２〈母性並びに乳児及び幼児等の健康の確保及び増進〉
２－１　子どもや母親の健康の確保
　	　妊娠期からのすべての家庭を対象とした総合的な母
子保健対策を推進します。

２－２　小児医療の充実
　	　市内の開業医との連携を密にしながら、小児救急医
療の更なる充実強化を図るとともに、かかりつけ医を
持つことをＰＲしていきます。

２－３　思春期保健対策の充実
　	　学校等の関係機関と連携し、思春期の子どもの成長
を支援します。

２－４　「食育」の推進
　	　こども食育ガイドラインに基づき、関係機関やカワラ
ッキーフレンズなどと連携し、食育を推進していきます。

３〈仕事と生活の調和（ワークライフバランス）の推進〉
　	　仕事と生活の調和（ワークライフバランス）の推進
を図るための啓発を行うとともに、企業内で子育て中

の従業員に向けた情報提供が推進されるよう、企業と
の連携に努めます。

４〈子どもの心身の健やかな成長に資する教育環境の整備〉
４－１　子どもの生きる力の育成に向けた学校の教育環境等の整備
　	　一人ひとりの才能や夢を育てるため、目指すべき方
向を検討し、「教育基本構想」を策定します。

５〈子どもを育成する家庭に適した良好な居住環境の確保〉
５－１　良質な住宅の確保情報の提供
　	　子育て世帯がゆとりを持ち安心して子どもを産み育
てるため、安全かつ快適な暮らしのためのバリアフリ
ー化、シックハウス対策を推進します。

５－２　安全・安心な都市環境の整備
　	　子どもや子ども連れの親などが安全・安心に移動した
り、外出できるよう、道路、防犯灯などの整備を進めます。

６〈子どもの安全の確保〉
６－１　乳幼児の不慮の事故防止への取組み
　	　乳幼児の安全確保を図るため、事故予防の啓発、万一事
故にあった場合の応急処置方法の普及啓発を推進します。

６－２　子どもの交通安全の確保
　	　子どもを交通事故から守るために、年齢に応じた交
通安全教育を推進します。

６－３　子どもを犯罪等から守る環境及び活動の整備
　	　子どもを犯罪などから守るため、防犯パトロールや「こど
も110番の家」など、地域と連携した支援の推進を図ります。

６－４　被害に遭った子どもの保護
　	　臨床心理士によるカウンセリングを実施するととも
に、いじめの早期発見・早期対応にも努めます。

７〈支援の必要な子どもや家庭への対応〉
７－１　支援の必要な子どもや家庭への支援
　	　発達障がいや特別支援教育などを含め、総合的な窓
口として、「（仮称）子育て支援相談室」を設置します。

７－２　児童虐待防止対策
　	　「高浜版児童虐待防止マニュアル」を作成し、迅速
かつ適切な対応に努めます。

７－３　ひとり親家庭の自立支援
　	　ネットワークを活用し、時代の流れに応じたひとり
親家庭の日常生活支援に努めます。

７－４　障がい児施策の充実
　	　地域生活支援システムを活用し、関係機関の連携に
よる継続的な支援を行うとともに、ライフステージに
応じて、適切な支援が行われるよう、教育機会の充実
を図ります。

　	　子どもに関係する会議体をつないでいくような新た
な協議会として、「（仮称）子どもネット会議」を設置し、
計画の進捗管理を行っていくとともに、進捗状況を公
表していきます。

平成22年1月

１．総　論

２．子育ち・子育て支援施策の状況

３．後期計画（５か年計画）

４．（仮称）子どもネット会議の設置
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親
と
子
の
対
話
が

つ
く
る
よ
い
家
庭

◆
２
月
は
「
家
庭
の
日
」
県
民
運
動

の
強
調
月
間
で
す

　
家
庭
は
、
子
ど
も
が
家
族
と
の
ふ

れ
あ
い
を
通
じ
て
生
き
方
の
基
本
を

身
に
つ
け
て
い
く
た
め
の
最
も
大
切

な
場
で
す
。

　
愛
知
県
で
は
、
親
と
子
が
対
話
す

る
機
会
を
つ
く
ろ
う
、
と
い
う
趣
旨

で
、
毎
月
第
３
日
曜
日
を
「
家
庭
の

日
」
と
定
め
、「
親
と
子
の　

対
話

が
つ
く
る　
よ
い
家
庭
」
を
ス
ロ
ー

ガ
ン
に
、「
家
庭
の
日
」
県
民
運
動

を
展
開
し
て
い
ま
す
。
２
月
は
そ
の

強
化
月
間
で
す
。

　

親
子
の
会
話
を
増
や
す
た
め
に
、

そ
れ
ぞ
れ
の
家
庭
で
工
夫
を
さ
れ
、

明
る
く
対
話
の
あ
る
家
庭
を
つ
く
り

ま
し
ょ
う
。

４
コ
マ
漫
画

親
子
の
エ
ピ
ソ
ー
ド

募
集

　

市
で
は
、「
子
ど
も
と
大
人
の
関

係
を
考
え
る
委
員
会
」
を
設
置
し
、

互
い
の
理
解
を
深
め
る
た
め
の
活
動

を
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
の
活
動
の
１
つ
と
し
て
、

４
コ
マ
漫
画「
大
人
も　
子
ど
も
も
」

を
、
広
報
に
連
載
し
て
い
ま
す
。
皆

さ
ま
か
ら
ご
提
供
い
た
だ
い
た
、
親

子
の
ほ
ほ
え
ま
し
い
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
、

市
内
在
住
の
漫
画
家
た
か
は
ま
こ
さ

ん
に
４
コ
マ
漫
画
に
し
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

　
家
族
の
対
話
や
楽
し
い
エ
ピ
ソ
ー

ド
、
子
ど
も
・
大
人
へ
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
あ
な
た
の

エ
ピ
ソ
ー
ド
を
、
４
コ
マ
漫
画
に
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

応 

募
方
法　
紙
ま
た
は
携
帯
電
話
や

パ
ソ
コ
ン
な
ど
で
電
子
フ
ァ
イ
ル

な
ど
で
文
章
化
し
た
も
の
を
こ
ど

も
育
成
グ
ル
ー
プ
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
な
お
、
電
話
で
の
応
募

は
受
け
付
け
ま
せ
ん
の
で
、
ご
了

承
く
だ
さ
い
。

応
募
先　

　
市
こ
ど
も
育
成
グ
ル
ー
プ

　
〒
444
―
１
３
９
８
（
住
所
不
要
）

　

	

FAX	

52
―
１
１
１
０
（
余
白
に
「
こ

ど
も
育
成
グ
ル
ー
プ
宛
」
と
ご
記

入
く
だ
さ
い
）

　

	E
-m
a
il:iku

se
i@
c
ity.　

takaham
a.lg.jp

児
童
手
当
を

支
給
し
ま
す

　
児
童
手
当
の
２
月
定
期
支
給
分
を

２
月
10
日
㈬
に
、
あ
ら
か
じ
め
指
定

さ
れ
た
受
給
者
名
義
の
金
融
機
関
口

座
に
振
り
込
み
ま
す
。

　
今
回
支
給
す
る
手
当
は
、
平
成
21

年
10
月
か
ら
平
成
22
年
１
月
ま
で
の

４
か
月
分
で
す
。

　
な
お
、
平
成
21
年
10
月
に
１
年
分

の
支
給
額
を
通
知
し
ま
し
た
が
、
そ

の
金
額
に
変
更
の
な
い
方
に
つ
き
ま

し
て
は
、
個
別
の
通
知
を
行
い
ま
せ

ん
の
で
、
預
金
通
帳
な
ど
で
入
金
を

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

カ
ワ
ラ
ッ
キ
ー
の

月
か
わ
り
レ
シ
ピ

　
こ
ど
も
食
育
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
の
か
わ
ら
食
人
カ
ワ
ラ
ッ
キ

ー
が
、
保
育
園
で
子
ど
も
た
ち
が
食

べ
て
い
る
給
食
や
お
や
つ
の
作
り
方

の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

ご
家
庭
で
も
簡
単
に
で
き
ま
す
。

ぜ
ひ
、
お
子
さ
ん
と
一
緒
に
作
っ
て

み
て
く
だ
さ
い
。

◆
ツ
ナ
と
ひ
じ
き
の
ご
は
ん

材 

料　
ツ
ナ
缶
20
ｇ
、
玉
ね
ぎ
20
ｇ
、

ひ
じ
き
１
ｇ
、
コ
ー
ン
５
ｇ
、
塩

昆
布
２
ｇ
、
米
60
ｇ

作
り
方	

①
米
を
と
い
で
水
に
浸
し
て
お
く
。

②	

玉
ね
ぎ
、
人
参
は
大
き
め
の
み
じ

ん
切
り
に
す
る
。
ツ
ナ
缶
の
油
を

切
る
。
ひ
じ
き
は
水
に
つ
け
て
戻

す
。

③	

米
と
②
、
コ
ー
ン
、
塩
昆
布
を
炊

飯
器
に
入
れ
、
水
加
減
を
通
常
通

り
に
し
て
炊
く
。

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト

高
浜
第
１
団

ス
カ
ウ
ト
募
集

　
子
ど
も
た
ち
を
取
り
巻
く
環
境
は

大
き
く
変
化
し
て
い
ま
す
。

　
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
は
、
家
庭
・
学

校
で
は
な
か
な
か
学
べ
な
い
さ
ま
ざ

ま
な
活
動
を
自
然
の
中
で
年
齢
の
異

な
る
仲
間
と
行
う
こ
と
で
、
青
少
年

の
健
全
な
心
と
体
を
育
て
ま
す
。

・	

指
導
者
も
し
っ
か
り
育
成
し
て
い

ま
す
。

・	

必
要
最
低
限
の
費
用
で
参
加
で
き

ま
す
。

・	

活
動
は
休
日
の
数
時
間
。
余
暇
を

有
効
に
生
か
せ
ま
す
。

募 

集
対
象　
小
学
校
就
学
前
の
９
月

か
ら
入
団
で
き
ま
す
。

問
合
せ
先

　

	

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
高
浜
第
１
団
団

委
員
長
・
中
根

　
☎
52
―
０
１
９
５

カ
ワ
ラ
ッ
キ
ー
か
ら
一
言

　
こ
の
炊
き
込
み
ご
は
ん
は
、

調
味
料
が
１
つ
も
い
ら
な
い
ん

だ
。
包
丁
を
使
え
る
子
な
ら
、

一
人
で
作
れ
る
よ
。
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PREFEITURA  DE 
TAKAHAMA  INFORMA

A PREFEITURA DE TAKAHAMA CONTA COM BALCÃO DE ATENDIMENTO EM PORTUGUÊS 
DIARIAMENTE(INCLUSIVE SÁBADOS E DOMINGOS) 08:30hs ÀS 17:15hs NO SETOR SHIMIN SEIKATSU GURUPU,
AO LADO DE ENTRADA PRINCIPAL TEL.52-1111 r.265

Sobre o Requerimento do Auxílio Financeiro Referente aos Gastos no Tratamento 
Médico Comum de Esterelidade 
Conteúdo

As pessoas que submeteram-se ao Tratamento Médico Comum de Esterelidade, enquadrando-se na 
condição relacionada abaixo, poderão efetuar o presente requerimento.
Sobre as despesas gastas no Tratamento Médico Comum de Esterelidade, realizado entre 1°de 
Março do Ano 21 da Era Heisei ao dia 28 de Fevereiro do Ano 22 dessa mesma Era, favor efetuar o 
presente requerimento até a data de 12 de Março (sexta-feira) do presente Ano.

Pessoas Aplicáveis

Pessoas com registro de endereço dentro desta Cidade, tendo estas, um diagnóstico médico (emitido por: 
Obstetras e Ginecologistas, Urologistas e outros.) acusando a Esterelidade, deveram ser Cônjugues 
relacionados no Registro Civil, também, a soma total da renda anual do casal (referente ao ano anterior), 
deverá ser inferior a 7,300,000 yenes.

Conteúdo do Auxílio

Este Auxílio será limitado a um valor, que este, não ultrapasse a metade dos gastos relacionado ao 
Tratamento Médico Comum de Esterelidade a serem arcados pelo paciente, sendo o mesmo, limitado 
a 50,000 yenes por cada Ano Fiscal. O período limite deste Auxílio será de 2 anos. 

Método para Efetuar o Requerimento

Favor realizar os trâmites no “Kenkô Fukushi Gurupu” que se encontra nas instalações do “Iki Iki Hiroba”, 
munidos de algo que confirme a conta bancária onde será efetuado a Transferência (Caderneta ou Cartão do 
Banco, etc..), “Inkan” (Carimbo Pessoal) e o Cartão de Seguro de Saúde dos Cônjugues. Sendo assim, ao 
efetuar o requerimento, favor anexar os seguintes documentos relacionados de ① à ⑦ , pois serão 
necessários. (Sobre os números ⑤ , ⑥ e ⑦ , recebendo o consentimento dos interessados, caso a Prefeitura 
consiga realizar a verificação, os mesmos poderão ser omitidos.) 

① Formulário do Requerimento do Pagamento do Auxílio Financeiro Referente aos Gastos no Tratamento 
Médico Comum de Esterelidade.
② O Consentimento Escrito Relacionado ao Pagamento do Auxílio Financeiro Referente aos Gastos no 
Tratamento Médico Comum de Esterelidade.
③ O Certificado da Examinação Médica e outros do Pagamento do Auxílio Financeiro Referente aos Gastos 
no Tratamento Médico Comum de Esterelidade.
④ A nota fiscal das despesas gastas no tratamento médico, aplicáveis neste auxílio.
⑤ Um documento que venha comprovar a renda anual dos Cônjugues.
⑥ Um documento que venha comprovar que ambos são Conjugues relacionados no Registro Civil.
⑦ Um documento que venha comprovar o endereço.

Solicitações e Informações

No “Hoken Fukushi Gurupu” que se encontra nas instalações do “Iki Iki Hiroba”.
Tel: 52-9871

一般不妊治療費助成申請
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消防車のパレード　消防出初式
　ラッパ隊の合図とともに、消防団、消防署、企業の自衛消
防隊などの消防車両が市内をパレードし、高浜川河口で放水
訓練を行いました。式典会場の市民センターでは、勇敢な消
防団員やその家族の表彰が行われ、日赤奉仕団からは温かい
豚汁がふるまわれました。
　火災が起こらないことが一番の願いです。皆さんも「火の
用心」をお願いします。

（ポルトガル語のページを読んでください！）

経
講
済
演 会

　高浜市商工会は、経済講演会を開催します。講師には、「たけしのＴＶタックル」など
でおなじみの白鷗大学法学部教授福岡政行先生をお迎えし、『時代の潮流を読む』と題し
て講演していただきます。
　聴講料は無料で、定員は先着600人です。申込は、高浜市商工会へお願いします。

申込・問合せ先　高浜市商工会　☎53‐1827

福岡 政行 氏
（白鷗大学法学部教授）

と　き　２月６日㈯
　　　　午後２時～
ところ　市民センターホール

表　紙
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